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安田町商店街を会場に開催された新年会。

町内酒造場の新酒時期に合わせ、

町ならではの料理と酒を味わいながら、

大人から子どもまで

町内外のたくさんの参加者で賑わう。

メインステージでは、

本県伝統の「はし拳」が開催され、

安田町イメージキャラクター「安田朗」も

登場し、会場を盛り上げた。

あん た ろう



開
会
式

　

学
会
は
高
知
県
国
保
地
域
医
療
推
進
協

議
会
の
中
尾
博
憲
会
長
（
四
万
十
町
長
）
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
開
会
し
、
２
人
の
来
賓
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ高

知
県
国
保
地
域
医
療
推
進
協
議
会

会
長	

中
尾　

博
憲

高
知
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

理
事
長	

楠
瀬　

耕
作

来
賓
祝
辞

高
知
県
健
康
政
策
部　

国
民
健
康
保
険
課

課
長	

濵
田　

仁 

氏

全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

会
長	

押
淵　

徹 

氏

地域包括ケアの充実、発展に向けて
「食べることは生きること」

第 33回高知県国保地域医療学会

高知県国保地域医療
推進協議会
事務部会長
村上　正彦

（四万十市国民健康保険
西土佐診療所 事務局長）

総合司会

　２月22日、高知県国保地域医療推進協議会と本会との共催により、高知市の高知医療センターにおいて『これ
からの地域包括医療・ケア ｜食べることは生きること ｜』をメインテーマに、第33回高知県国保地域医療学会を
開催した。地域保険としての国民健康保険の理念に則り、地域医療の実践の方途を探求し、相互に研鑚を図るこ
とを目的に、県内の国保直営診療施設等の医師や看護師等、国保関係者１６０人が参加した。
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TOSA国保だより 検 索

TOSA国保だよりは
本会ホームページからも

ご覧いただけます。
http://www.kochi-kokuhoren.or.jp

いちおしスポット　安田町07

国保連合会事務局組織図33

国保連合会事務分担29

国保連合会各室課事業年間予定表31

国保連合会 2 月通常総会25

ヘルシーごはん  食べてみぃや ！  味
み

てみぃや ! !
「ちょっとピリ辛 豆腐とささみのサラダ」「タコス風サラダ」

23

おらんくの保健事業　香南市

水・緑・風が輝く豊かな暮らしと
産業で飛躍するまち“香南市”

13

こくほ随想　いのちを守る17

コーヒーブレーク
「ベストオブ休日 in 2019」大豊町／「着実に」中土佐町

19

黒い鞄  No.277  大月町役場
これからの時代を住民とともに生きていく保健師たちの思い
―住民の健康と豊かな生活のために―

21

元気散策！ −このまちからの笑顔だより−　安田町09

02 第 33 回高知県国保地域医療学会

34 編集後記

C o n t e n t s

なでしこの会　第 40 回「なでしこの会」研修会報告12

Topics　NEW FACE ／お知らせ26
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ル
類
を
摂
取
し
て

い
ま
し
た
。
共
に

漂
着
し
た
仲
間
を

失
い
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
神
仏
に
祈

り
、
釣
り
を
す
る
な
ど
し
て
、
自
ら
に
よ
る
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
や
運
動
に
よ
る
筋
力
の
回
復
等
を

図
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
州
か
ら
船
が
漂

着
し
、
仲
間
を
得
て
、
５
年
が
か
り
で
船
を

作
り
、
鳥
島
を
脱
出
。
遭
難
以
来
、
12
年
４

カ
月
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
間
の
サ

バ
イ
バ
ル
生
活
に
耐
え
ら
れ
た
の
は
、
①
前
向

き
な
姿
勢
②
食
料
の
確
保
や
備
蓄
の
知
識
と

実
践
③
運
動
（
フ
レ
イ
ル
対
策
）
④
共
食
に

よ
る
環
境
面
の
向
上
（
心
の
支
え
）
―
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ

に
、
食
事
、
運
動
、
そ
し
て
食
事
の
環
境
を

そ
ろ
え
た
結
果
で
あ
り
、「
食
事
で
人
生
を

変
え
、
切
り
開
い
た
」
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
国
、
日
本
と
言
わ
れ
な
が

ら
、
国
連
か
ら
発
表
さ
れ
る
世
界
幸
福
度
に

お
い
て
幸
福
度
は
あ
ま
り
高
い
と
は
言
え
ず
、

２
０
１
９
年
、
日
本
は
58
位
で
し
た
。
食
文

化
の
違
い
か
ら
見
た
幸
福
感
に
つ
い
て
、
日
本

と
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
際
比
較
で
は
、
共
食
時
の

会
話
や
雰
囲
気
と
いっ
た
共
食
の
質
も
幸
福

度
と
関
連
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

食
事
を
取
る
環
境
や
質
を
考
え
、
体
を
動

か
し
、
仲
間
と
過
ご
す
こ
と
は
、
普
段
の
生

活
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
災
害
時
や
厳
し
い

疾
患
に
よ
り
、
筋
肉
量
が
減
少
す
る
こ
と
で
、

握
力
や
下
肢
筋
・
体
幹
筋
等
、
全
身
の
筋
力

低
下
が
起
こ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
は
、
加
齢
や
寝
た
き
り
、
重
症
臓
器
不

全
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
って
分
類
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
に
必
要
な
栄
養
と
し
て
、

特
に
た
ん
ぱ
く
質
が
重
要
で
、
植
物
性
と
動

物
性
の
両
方
の
た
ん
ぱ
く
質
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
骨
を
強
く
す
る
役
割
だ

け
で
な
く
、
筋
肉
も
強
く
す
る
役
割
も
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
も
重
要
で
す
。

　

し
っ
か
り
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
食
品
群
と

し
て
、
①
肉
類
②
魚
介
類
③
卵
④
牛
乳
⑤
油

脂
類
―
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
い
ろ
い
ろ
食

べ
て
い
た
だ
き
た
い
食
品
群
と
し
て
、
①
大
豆・

大
豆
製
品
②
緑
黄
色
野
菜
③
海
藻
④
い
も
類

⑤
果
物
―
を
加
え
た
「
老
化
予
防
の
10
食
品

群
」
を
取
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
を
取
り
入
れ

る
こ
と
も
大
事
で
、
今
よ
り
10
分
多
く
体
を

動
か
す
だ
け
で
も
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
、「
食
べ
る
こ
と
で
人
生
を
切
り
開

い
た
人
」
と
し
て
、
中
村
長
平
氏
を
紹
介
し

ま
す
。
１
７
８
５
年
、
土
佐
沖
で
漂
流
し
た

長
平
は
伊
豆
諸
島
の
鳥
島
に
漂
着
し
、
貝
や

海
藻
の
他
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
を
捕
ま
え
、
海
水

に
付
け
て
食
べ
る
こ
と
で
タ
ン
パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ

優
秀
研
究
表
彰
式

　

続
い
て
前
回
開
催
の
第
32
回
高
知
県
国
保

地
域
医
療
学
会
に
お
け
る
優
秀
研
究
者
を
表

彰
し
た
。

被
表
彰
者

四
万
十
町
国
民
健
康
保
険
大
正
診
療
所

看
護
師　

田
邊　

さ
ゆ
り 

氏

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
総
合
診
療
部
総
合
診
療
科

主
任
医
長　

石
井　

隆
之 
氏

（
前
大
正
診
療
所
所
長・共
同
発
表
者
）

優
秀
研
究

「
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
【
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）】
に
つ
い
て
の

活
動
報
告
」

特
別
講
演

「
超
高
齢
社
会
の
日
本
に
お
い
て
食
べ

る
こ
と
が
も
た
ら
す
も
の
」

高
知
県
立
大
学 

健
康
栄
養
学
部 

健
康
栄
養
学
科

管
理
栄
養
士
養
成
課
程　

講
師島

田　

郁
子 

氏

　

現
代
日
本
の
栄
養
問
題
は
大
き
く
三
点
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一つ
目
は
、
若
年
女
性
の
や

せ
で
す
。
こ
の
10
年
間
で
有
意
に
増
加
し
て

お
り
、
や
せ
は
骨
粗
し
ょ
う
症
や
卵
巣
機
能

の
低
下
、
低
出
生
体
重
児
を
出
産
す
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
って
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
中
高
年
男
性
の
肥
満
で
す
。
食

事
時
間
が
不
規
則
で
あ
る
こ
と
、
朝
食
の
欠

食
、
食
べ
る
の
が
早
い
、
外
食
や
洋
食
を
好
む

こ
と
な
ど
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
高
齢
者
の
低
栄
養
で
す
。
低
栄

養
と
は
、
食
欲
の
低
下
や
食
事
が
食
べ
に
く
い

な
ど
の
理
由
か
ら
、
徐
々
に
食
事
量
が
減
り
、

体
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
筋

肉
や
皮
膚
、
内
臓
等
を
つ
く
る
タ
ン
パ
ク
質
が

不
足
し
た
状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の

10
年
間
で
は
女
性
が
有
意
に
増
加
し
て
お
り
、

男
女
共
に
85
歳
以
上
で
割
合
が
高
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
低
栄
養
に

な
って
い
る
場
合
が
あ
り
、
体
重
減
少
、
骨
格

筋
の
筋
肉
量
や
筋
力
の
低
下
、
感
染
症
に
か

か
り
や
す
く
、
治
り
に
く
い
な
ど
の
症
状
が

見
ら
れ
ま
す
。
低
栄
養
に
な
る
原
因
と
し
て
、

孤
食
で
食
欲
が
進
み
に
く
い
こ
と
、
粗
食
が
よ

い
と
い
う
思
い
込
み
、
咀
し
ゃ
く
や
嚥
下
等
の

口
腔
機
能
の
低
下
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
低
栄
養
の
中
で
も
、
フ
レ
イ
ル
、
サ
ル

コ
ペニ
ア
が
私
た
ち
の
周
り
で
増
え
て
い
ま
す
。

「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
老
化
に
伴
い
、
筋
力
や
活

動
が
低
下
し
て
い
る
状
態
で
す
。
フ
レ
イ
ル
の

段
階
で
は
正
し
く
介
入
す
れ
ば
、
元
の
健
康

状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き
、
フ
レ
イ
ル
を
改
善

す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
と
は
、
加
齢
や

島田　郁子 氏

【
研
究
発
表
７
～
９
】

■
座
長

■
研
究
発
表
者

●
研
究
７
「
糖
尿
病
重
症
化
予
防
医
療
の
推

進
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
醸
成
」

●
研
究
8
「
食
を
介
し
た
地
域
の
健
康
づ
く

り
―
「
リ
ハ
ビ
リ
キ
ッ
チ
ン
」
事
業
に
よ
る

地
域
づ
く
り
―
」

●
研
究
９
「
入
退
院
時
栄
養
指
導
へ
の
関
わ

り
―
再
入
院
ま
で
の
期
間
を
在
宅
で
１
日

で
も
長
く
―
」

サ
バ
イ
バ
ル
生
活
に
お
い
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

研
究
発
表

　

研
究
発
表
で
は
、
計
９
題
の
発
表
を
行
っ

た
。

【
研
究
発
表
１
～
３
】

■
座
長

■
研
究
発
表
者

●
研
究
１
「
高
度
急
性
期
病
院
の
中
の
総
合

診
療
―
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
総
合
診
療
科

の
役
割
に
つい
て
―
」

　

●
研
究
２
「
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の
導
入

―
患
者
と
職
員
双
方
に
と
って
の
安
全
・
快

適
な
ケ
ア
を
目
指
し
て
―
」

●
研
究
３
「
整
形
エコ
ー
の
ス
ス
メ
―
肩
関
節
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」

【
研
究
発
表
４
～
６
】

■
座
長

■
研
究
発
表
者

●
研
究
４
「
一般
病
棟
に
お
け
る
食
事
ケ
ア
に

関
わ
る
看
護
職
員
と
看
護
補
助
者
の
情
報

共
有
への
取
り
組
み
」

●
研
究
５
「
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
為
の
取
り
組

み
―
病
棟
食
堂
で
取
り
組
ん
だ
嚥
下
体
操
―
」

●
研
究
６
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
！　

―
食
欲

不
振
と
褥
瘡
に
対
す
る
取
り
組
み
―
」

高知県・高知市病院企業
団立高知医療センター
医療局 総合診療部
総合診療科　医師

池田　達也

大月町国民健康保険
大月病院
看護師長

前田　順子
（看護部会長）

四万十町国民健康保険
大正診療所
看護師

長山　愛

NPO法人
食と健康を学ぶ会

理事長

松浦　喜美夫

大月町国民健康保険
大月病院
管理栄養士

井村　清水

四万十市国民健康保険
西土佐診療所
看護師

楠原　力夫

四万十町国民健康保険
大正診療所
診療放射線技師

大川　剛史
（技術者部会長）

四万十市国民健康保険
四万十市立市民病院
主任看護師・CDEJ

岡上　則子

本山町健康福祉課
健康福祉班
保健師

野嶋　理恵
（看護部会副部会長）

いの町立国民健康保険
仁淀病院
介護員

林　真弓子

いの町立国民健康保険
仁淀病院
介護福祉士

水野　寛子

四万十町国民健康保険
大正診療所
診療放射線技師

大川　剛史

いの町立国民健康保険
仁淀病院

院長職務代理者

松浦　喜美夫
（副会長）
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
４
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
の
食
と
フ
レ
イ
ル
の
実
情
や
課
題

に
つ
い
て
発
表
を
行
い
、
発
表
後
は
佐
野
医

師
部
会
長
の
進
行
に
よ
り
、
会
場
の
参
加
者

を
交
え
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

疾
患
を
引
き
起
こ
し
、
退
院
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に

影
響
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
・
嚥
下
治
療
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
の
活
動
に
よ
り
、
多
職
種
で

栄
養
状
態
の
評
価
を
行
い
、
個
々
の
患
者
に

応
じ
た
栄
養
投
与
ル
ー
ト
や
適
切
な
時
期
と

栄
養
量
が
投
与
さ
れ
る
よ
う
に
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

栄
養
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
で
疾
患
の

治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、
少
し
で
も
早
く
元

の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
こ
と
が
Ｎ
Ｓ
Ｔ
・
嚥
下
チ
ー
ム
の
最
大
の
目

的
で
す
。高
齢
者
の
場
合
は
嗜
好
や
食
習
慣
、

生
活
パ
タ
ー
ン
な
ど
、
個
人
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
対
応
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

『
そ
う
だ
、
皆
で
ス
ー
パ
ー
に
行
こ

う
！　

―
地
域
の
つ
な
が
り
で
フ

レ
イ
ル
高
齢
者
を
守
れ
―
』

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
造
田
歯
科
診
療
所

歯
科
衛
生
士　

丸
岡　

三
紗 

氏

　

ま
ん
の
う
町
琴
南
地
区
は
香
川
県
内
一
の

過
疎
地
域
で
す
。
現
在
の
歯
科
診
療
所
に
赴

任
し
た
約
４
年
前
、
医
療
介
護
の
連
携
体
制

す
ら
構
築
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

歯
科
医
師
の
呼
び
か
け
に
よ
り

「
在
宅
医
療
介
護
の

連
絡
会
」
を
発
足
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
同

じ
気
持
ち
を
持
つ
仲
間
た
ち
が
ど
ん

ど
ん
つ
な
が
り
合
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

誰
も
が
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
体

制
を
つ
く
る
に
は
、
そ
こ
に
予
防
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
し
た
。
し
か
し
、

フ
レ
イ
ル
の
住
民
た
ち
は
皆
、
買
い
物
困
難
や

孤
食
等
の
劣
悪
な
社
会
的
要
因
に
苛
ま
れ
て

お
り
、
い
く
ら
専
門
職
が
指
導
を
し
て
も
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
医
療
介
護
の
枠
組
み
を
超

え
、
も
っ
と
広
く
異
業
種
や
住
民
等
を
巻
き

込
ん
だ
社
会
連
携
に
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
民
間
の
お
弁
当
屋
さ
ん
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
元
気
高
齢
者
を
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
集
め
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
高
齢

者
の
社
会
問
題
の
解
決
に
挑
み
、
元
調
理
師

が
作
っ
た
お
い
し
い
お
弁
当
を
新
聞
配
達
屋
さ

ん
が
山
奥
に
配
達
す
る
な
ど
、
住
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
を
生
か
し
て
、
い
き
い
き
と
活
動

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
歯
科
診
療
所
の
患
者

送
迎
や
サ
ロ
ン
開
催
、
ス
ー
パ
ー
と
の
連
携
に
よ

る
買
い
物
ツ
ア
ー
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、「
肉

KOCHIKEN
KOKUHO CHIIKI
IRYO GAKKAI

こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
―
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
―

テーマ

高知県国保地域医療
推進協議会
医師部会長
佐野　正幸

（本山町立国民健康保険
嶺北中央病院 院長）　

座 長
全国国民健康保険診療
施設協議会　会長

押淵　徹 氏
（長崎県国民健康保険
平戸病院 院長）　

助言者
高知県立大学

健康栄養学部 健康栄養学科
管理栄養士養成課程

講師

島田　郁子 氏
（特別講演講師）

助言者

名出　美紀 氏

丸岡　三紗 氏

や
魚
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」
と
指
導
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ら
が
手
に
入
る
環
境
を
つ
く
る
の

が
本
来
の
予
防
だ
と
考
え
ま
す
。

　

住
民
の
健
康
は
医
療
の
力
だ
け
で
は
守
れ

ま
せ
ん
。
分
野
や
業
種
の
壁
を
超
え
た
つ
な
が

り
こ
そ
が
結
果
と
し
て
、
誰
も
が
健
康
に
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。

『
四
万
十
町
発
!!　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
と

育
筋
食
の
ス
ス
メ　

―
た
ん
ぱ
く

質
と
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
筋
肉

を
育
て
よ
う
!!
―
』

四
万
十
町
国
民
健
康
保
険
大
正
診
療
所

診
療
放
射
線
技
師　

大
川　

剛
史 

氏

　

体
を
作
る
に
は
、
運
動

に
加
え
、
食
事
を
整

え
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
特
に
筋
肉
の
材
料

で
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
は
、
日
々
の
運
動
が

実
を
結
び
、
柔
軟
性
の
あ
る
質
の
良
い
筋
肉

を
育
て
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

た
ん
ぱ
く
質
が
不
足
す
る
と
、
高
齢
者
は
筋

肉
が
衰
え
る
な
ど
「
フ
レ
イ
ル
」（
虚
弱
）
と

い
う
状
態
に
陥
り
や
す
く
、
運
動
・
認
知
機

能
が
低
下
し
ま
す
。

　

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
身
長
や
体
重
、
活
動

量
な
ど
で
異
な
る
た
め
、
活
動
量
が
少
な
い

人
は
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
対
す
る
割
合
で
は
た

ん
ぱ
く
質
の
絶
対
量
が
不
足
す
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
推
奨
量
と
し
て
65
歳
以
上
で
は
男

性
で
「
１
日
当
た
り
60
グ
ラ
ム
」、女
性
で
「
同

50
グ
ラ
ム
」
を
掲
げ
、
加
齢
に
よ
っ
て
活
動
量

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
も
推
奨
量

以
上
を
摂
取
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
発
症
予
防
を
目
的
と
し
た
場

合
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
体
重
１
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
少
な
く
と
も
１
グ
ラ
ム
以
上
の
た

ん
ぱ
く
質
の
摂
取
が
望
ま
し
い
と
し
、
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
は
活
動
量
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す

が
、
一つ
の
目
安
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
院
で
行
っ
て
い
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
を
ベ
ー

ス
と
し
た
育
筋
食
の
ス
ス
メ
を
保
健
師
・
理
学

療
法
士
・
管
理
栄
養
士
と
共
に
行
っ
て
お
り
、

１
日
に
必
要
な
摂
取
量
を
肉
、
魚
、
卵
、
大

豆
や
大
豆
製
品
、
牛
乳
及
び
乳
製
品
の
全
て

で
取
る
の
が
理
想
的
で
あ
り
、 

量
の
目
安
と

し
て
、
手
の
ひ
ら
を
器
と
し
て
考
え
る
「
手

ば
か
り
法
」
を
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
や
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
（
高
齢
者
の
昼
食
食
事
会
）
な
ど
で
伝

え
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
生
活
の
中
に
た
ん
ぱ
く
食
と

運
動
の
育
筋
を
取
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
、

健
康
で
長
生
き
を
す
る
一つ
の
基
盤
と
な
る
こ

と
、
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
信
じ
て
、
地
域
住
民
と
共
に
い
つ
ま
で
も
美

し
く
若
々
し
く
い
ら
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『「
口
か
ら
食
べ
る
」
―
多
職
種
で

支
え
る
食
支
援
―
』

四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
西
土
佐
診
療
所　

管
理
栄
養
士

　

篠
田　

知
佐 

氏

　

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
は
生
命
を
支
え
維
持
す

る
だ
け
で
な
く
、
生
活
や
人
生
を
豊
か
に
し

ま
す
。
嚥
下
機
能
の
低
下
や
疾
病
に
よ
っ
て
、

食
べ
る
機
能
に
障
害
が
起
き
る
と
低
栄
養
状

態
や
誤
嚥
、
肺
炎
等
の
大
き
な
リ
ス
ク
に
つ
な

が
り
ま
す
。
医
療
技
術
の
進
歩
で
、
口
か
ら

食
べ
る
以
外
に
も
栄
養
を
摂
取
す
る
手
段
は

あ
り
ま
す
が
、
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
は
、
単
に

栄
養
を
取
る
だ
け
で
な
く
、
五
感
を
使
う
こ

と
で
脳
を
活
性
化
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
向
上
さ
せ

ま
す
。
ま
た
、
噛
む
こ
と
で
唾
液
が
多
く
分

泌
さ
れ
唾
液
の
自
浄
機
能
に
よ
り
口
腔
内
の

雑
菌
繁
殖
を
抑
え
、
肺
炎
等
の
予
防
に
も
な

り
ま
す
。

　

小
さ
な
変
化
を
見
つ
け
る
こ
と
が「
食
べ
る
」

こ
と
を
支
援
す
る
上
で
重
要
で
す
。
食
の
変

化
や
身
体
の
変
化
に
気
付
き
、
早
め
の
対
策

を
取
る
こ
と
が
、
寝
た
き
り
へ
の
負
の
連
鎖
を

断
つ
た
め
の
第
一
歩
。「
食
欲
不
振
」
の
症
状

の
裏
に
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
あ
り
、
こ
の
症
状
を
見
逃
さ
な
い
こ
と

は
食
べ
る
こ
と
の
支
援
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
で
す
。

　

当
診
療
所
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
小
さ
な
診
療
所
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

支
援
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
安
全
に
口
か
ら
食

べ
る
た
め
、
患
者
に
寄
り
添
い
、
多
職
種
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
対
応
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

食
の
楽
し
み
は
生
き
る
意
欲
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
が
、

食
形
態
の
工
夫
だ
け
で
な
く
、
食
を
介
助
す

る
場
合
の
ポ
イ
ン
ト
や
毎
日
の
口
腔
ケ
ア
な
ど

小
さ
な
こ
と
を
大
切
に
し
、
で
き
る
だ

け
長
く
、
食
を
楽
し
め
る

よ
う
、
今
で
き
る
食

支
援
を
し
っ
か
り
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

パネルディスカッション

『
入
院
患
者
に
お
け
る
食
の
工
夫
』

さ
ぬ
き
市
民
病
院　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
技
術
科
長

　

名
出　

美
紀 

氏

　

入
院
患
者
や
家
族
に

話
を
伺
う
と
、
入

院
前
か
ら
咀
嚼
力
・

嚥
下
機
能
の
低
下
、

唾
液
分
泌
量
の
減
少
や
歩
行
速
度
の

低
下
と
いっ
た
い
わ
ゆ
る
「
老
嚥
」
や
サ
ルコペ

ニ
ア
の
徴
候
が
あ
っ
た
と
答
え
る
方
が
多
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
が
ベ
ー
ス

に
あ
っ
た
上
で
骨
折
や
脳
梗
塞
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
疾
患
に
よ
っ
て
入
院
す
る
と
、
侵
襲
、
身

体
構
造
や
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
、
治
療
に
よ

る
薬
剤
の
副
作
用
、
心
理
的
抑
う
つ
な
ど
が

生
じ
、
さ
ら
な
る
筋
肉
量
低
下
を
招
き
、
い

わ
ゆ
る
二
次
性
サ
ルコペ
ニ
ア
に
陥
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
の
患
者
を
入
院
早
期
に

発
見
し
、
疾
病
の
治
療
と
共
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
嚥
下
機
能
に
大

き
な
問
題
は
な
く
て
も
臥
床
時
間
が
延
長
す

る
だ
け
で
誤
嚥
性
肺
炎
の
発
生
リ
ス
ク
が
増

加
し
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
状
態
の
悪
化
は
疾

病
の
回
復
を
遅
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
嚥
下

障
害
の
悪
化
、
感
染
症
や
褥
瘡
等
、
新
た
な

大川　剛史 氏

篠田　知佐 氏
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　安田町から馬路村に向かう県道 12 号
線沿いにある地場産品の直売施設。安田
川で捕れた天然アユや、新鮮野菜、田舎寿
司等の販売も行っています。販売所の隣に
は軽食スペースもあり、自然薯をすりおろし
た“じねん丼 ”などを味わうことができます。

　2019 年 7 月に
オープンし、お店
には毎日豊富な
種類のパンが並
びます。生地にこ
だわった「極生食
パン」は、はちみつ
や練乳を配合し、ほんのりとした甘さと小麦粉の風
味を引き出しています。お家で食べてもよし、手土
産にもピッタリです。

　山の中の映画館。館内に貼られている昔懐かしい名画ポスターや、歴史
を感じる映写機がレトロな雰囲気を漂わせる映画館で、昭和や平成の名

作等を不定期で上映しています。
　「喫茶 豆でんきゅう」を併設し
ており、地元の方のみならず、町
内外から多くの方が集まる場所
となっています。店主はシンガー
ソングライターの「豆電球」こと小
松秀吉さんです。

　ごめん・なはり線「安田駅」に隣接し、
2019 年 4月にオープンしました。ランチや
ディナー（予約制）では鮮度の高い、旬の
食材を使った料理を提供しており、盛り付
けの美しさと絶品の味付けが評判を呼ん
でいます。

　その他、朝 7 時からお弁当や
惣菜も販売しており、鉄道利用
者やバス利用者から好評を得て
います。

　年間通じて多くの参拝者が訪れる、四国 88カ所霊場第 27 番札所
である神峯寺。境内の美しい庭園を眺めながら、150 段の石段を登り
本堂へ。鐘楼堂の裏手に沸く石清水は「土佐の名水 40 選」に指定さ
れており、病気平癒に霊験あらたかであるという伝えがあります。
　周辺には、「神峯山　空と海の展望公園」があり、晴れた日には室
戸岬から足摺岬、石鎚山系まで一望することができます。

四国霊場27番札所「神峯寺」

日本庭園では四季折々の花を楽しめる

　地場産品販売センター「土佐の元気市」や地元
食材を使ったレストラン、鮮度抜群の魚を取り扱う「魚
輝」が集まる安田町の恵みを感じることができる総合
交流拠点施設です。
　土佐の元気市では、おやつにぴったりの「大判焼き」
「ソフトクリーム」などの実演販売も行っています。

輝るぽーと安田

安田町の恵みが一堂に集まる

　安田町商店街沿いにあり、大正時代に建てられた和洋折衷建築で、国
の登録有形文化財に指定されている旧市川医院を活用して展示スペース
にしています。安田町出身者やこの地に縁のある幕末明治維新の先人た
ちを常設展で紹介しており、年間を通じて企画展も行っています。隣接する
旧柏原邸は、大正から昭和初期の土佐東部の伝統的
和風建築で、魚梁瀬の天然木材をふんだんに使った貴
重な建物です。土佐漆喰の外壁、和室の座敷飾り、技巧
を凝らした欄間、濡れ縁等、地元大工の技能が用いら
れ、多数の見どころがある建物となっています。

安田まちなみ交流館・和

味工房じねん

大心劇場

交流人口拡大事業の中心施設

地域に愛される地場産品直販施設

懐かしい昭和の時代にタイムスリップ！

も
の
づ
く
り
工
房
安
田

お
食
事
処
ゆ
う
す
い

こ
だ
わ
り
の
焼
き
立
て
パ
ン
を
召
し
上
が
れ

看
板
メ
ニ
ュ
ー
は
天
然
鮎
の
鮎
御
膳

詳しくは、安田町役場　地域創生課までお問い合わせください。
● TEL 0887-38-6713
● URL  https://www.town.yasuda.kochi.jp/

55

至 安芸市

12

00 00国道 県道

至 奈半利町

至 馬路村

輝るぽーと安田

神峯寺

ものづくり工房安田

お食事処
ゆうすい

味工房じねん

安田まちなみ
交流館・和

大心劇場

いちおしスポット

日本の原風景がある
安田のシンボル

清流安田川に抱かれた町
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元
気
散
策
！

こ
の
ま
ち
か
ら
の
笑
顔
だ
よ
り

安
田
町

安
田
町
は
県
東
部
に
位
置
し
、

中
心
部
を
流
れ
る
安
田
川
流
域
に

広
が
る
清
流
の
ま
ち
。

温
暖
な
気
候
と
清
ら
か
な
水
の

恵
み
を
受
け
、
古
く
か
ら

施
設
園
芸
等
が
発
展
し
て
き
た
。

清
流
安
田
川
と

美
し
い
自
然
に
抱
か
れ
た
ま
ち

安
田
町
で
あ
た
た
か
い
笑
顔
に

出
会
い
ま
し
た
。

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で

 

地
域
を
元
気
に
！
」

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
か
ら

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

安田町を拠点にピラティス・インストラクターとして活躍する　西山香苗さん

体
に
優
し
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
と
は
、

20
世
紀
前
半
に
ド
イ
ツ
人
看
護

師
ジ
ョ
セ
フ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
が
リ
ハ
ビ

リ
を
目
的
と
し
て
開
発
し
、
発

展
し
て
き
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
指

す
。
大
き
く
分
け
て
、
マ
ッ
ト
の

上
で
行
う
「
マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

と
専
用
マ
シ
ン
を
使
用
す
る
「
マ

シ
ン
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」
が
あ
り
、
今

で
は
世
界
中
で
２
千
万
人
以
上

の
人
が
行
う
人
気
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
と
な
っ
た
。

　

安
全
な
方
法
で
行
う
た
め
、

高
齢
者
か
ら
プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
ま
で
年
齢
や
経
歴
を
問
わ

ず
、
幅
広
い
人
が
行
う
こ
と
が
で

き
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
医
療
の
現

場
で
用
い
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

　

今
回
は
ピ
ラ
テ
ィ
ス・

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
西
山

香
苗
さ
ん
を
訪
ね
た
。

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

　

西
山
さ
ん
は
、
平

日
に
は
安
田
町
、
田

野
町
、
馬
路
村
、
安
芸
市
、

室
戸
市
等
、
県
東
部
を
中
心
に

グ
ル
ー
プ
レッ
ス
ン
、
週
末
は
高
知

市
内
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
ス
タ
ジ
オ
で
ピ

ラ
テ
ィ
ス
マ
シ
ン
を
使
用
し
た
一
対

一
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ス
と
、
毎

日
ど
こ
か
で
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
教
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
住
民
を
対
象
と
し
た

市
町
村
の
健
康
教
室
の
他
、
食

生
活
改
善
推
進
員
や
調
理
師
等

の
研
修
会
、
ママ
向
け
の
サ
ー
ク
ル

な
ど
か
ら
声
が
掛
か
り
、
レッ
ス
ン

を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　

今
回
は
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
自
ら
進
ん
で
学
ぶ
教
育
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
安

田
町
教
育
委
員
会
主
催
で
開
催

さ
れ
て
い
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
を

取
材
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
余
分
な
力
を

抜
く
こ
と

　

こ
こ
安
田
町
で
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス

教
室
は
、
昨
年
の
春
か
ら
月
２

回
の
開
催
で
、
今
回
は
９
人
が

参
加
。
他
所
で
の
グ
ル
ー
プ
レ
ッ

ス
ン
に
お
い
て
も
毎
回
、
約
10

人
が
参
加
し
、
県
東
部
で
延
べ

１
０
０
人
弱
が
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

に
参
加
し
て
い
る
。

　

笑
い
声
が
こ
ぼ
れ
る
温
か
な
雰

囲
気
の
中
、
参
加
者
は
思
い
思

い
に
体
を
動
か
す
。
レッ
ス
ン
は
合

間
に
深
呼
吸
を
挟
み
つ
つ
も
、
最

高
齢
の
87
歳
の
方
も
含
め
、
ほ

と
ん
ど
休
憩
な
し
で
一
時
間
の
メ

ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
て
い
く
。
皆
さ

ん
、帰
り
際
に
は
清
々
し
い
笑
顔
。

呼
吸
を
整
え
、
体
を
動
か
す
こ

と
で
、
気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ

て
い
た
。

「
こ
れ
な
ら
続
け
て
来
れ
る

か
な
」と
思
え
る
場
所
に

　

香
川
県
小
豆
島
出
身
の
西
山

さ
ん
、
安
田
町
に
嫁
ぐ
前
の
20

代
当
時
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
目
的
に

体
験
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し
た
こ
と

が
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
の
出
会
い
と

な
っ
た
。「
体
を
激
し
く
動
か
す

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
全

く
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
必
要
と
す
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
！
」
と
、
一
念

発
起
。
Ｏ
Ｌ
の
仕
事
を
し
な
が

ら
資
格
を
取
得
し
、
高
松
市
内

の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
ス
タ
ジ
オ
に
て
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
持
っ
た
。

　

30
代
で
安
田
町
に
嫁
ぎ
、
地

元
の
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
か
ら
の
仕
事
を
受
け
、
当
初

は
生
徒
数
２
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
魅
力
は
、「
モ
デ
ィ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
調
整
）
を
加

え
る
こ
と
で
、
フ
ルマ
ラ
ソ
ン
や
国

体
に
出
場
す
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

選
手
と
80
代
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
一
緒
に
レッ
ス
ン

を
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
」
と
西

山
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
た
。
皆
が

安
心
し
て
来
る
こ
と
が
で
き
る
空

間
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
。

継
続
は
力
。

検
査
結
果
の
改
善
も
！

　
「
こ
の
子
の
教
え
て
く
れ
る
体

操
は
、
歳
が
い
け
ば
い
く
ほ
ど
や

ら
な
い
か
ん
が
や
き
！
」
と
の
お

西山さんの軽快な指スナップのカウントに合わせ
てピラティスに取り組む。使用するマットやポール
は自前の参加者も

和やかな雰囲気の中、呼
吸を整えて体を動かす
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スローガン

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う
地
域
の
健
康
づ
く
り

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者

な
で
し
こ
の
会誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

第
40
回「
な
で
し
こ
の
会
」研
修
会
報
告

　

１
月
22
日
、
高
知
城
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
第
40
回
「
な

で
し
こ
の
会
」
研
修
会
を
開

催
し
、
会
員
15
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

岩
﨑
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
国
保
連
合
会
保
険

者
支
援
課
の
市
川
課
長
よ
り

「
最
近
の
国
保
情
勢
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

情
報
提
供
で
は
、
国
の
動

向
と
し
て
、
団
塊
世
代
が
75

歳
に
達
す
る
２
０
２
５
年
以

降
の
社
会
の
変
化
や
、
健
康

無
関
心
層
も
含
め
た
予
防
・

健
康
づ
く
り
の
推
進
等
に

ナ
ッ
ジ
等
を
活
用
し
て
取
り

組
む
と
し
た
「
健
康
長
寿
延

伸
プ
ラ
ン
」
の
概
要
等
に
つ

い
て
、
詳
し
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保

険
者
努
力
支
援
制
度
に
お
け

る
令
和
２
年
度
か
ら
の
評
価

指
標
で
は
、
特
定
健
診
受
診

率
の
配
点
割
合
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
マ
イ
ナ
ス
点
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
や
、
４
月
か
ら

始
ま
る
「
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な

実
施
」
の
概
要
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
等
に
つ
い
て
情

報
提
供
い
た
だ
き
、
会
員
か

ら
は
、
お
薬
手
帳
の
活
用
に

つ
い
て
な
ど
、
活
発
な
質
疑

が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

話
題
提
供
で
は
、
会
員
の

寺
峰
い
つ
子
氏
が
「
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ト
レ
ッ
チ

に
つ
い
て
―
か
ら
だ
も
心
も

ゆ
っ
た
り
と
―
」
と
題
し
、

参
加
者
全
員
で
実
技
を
行
い

ま
し
た
。

　

実
技
で
は
、
童
謡
に
合
わ

せ
て
二
人
一
組
で
の
練
習

後
、
ポ
ッ
プ
な
音
楽
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
、
有
酸
素
運

動
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
体
操

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
笑
顔
が
絶
え
ず
、
楽
し

み
な
が
ら
、
体
の
さ
ま
ざ
ま

な
箇
所
を
動
か
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
ハ
ン
ド
ケ
ア
」
で

は
、
手
先
か
ら
血
行
が
良
く

な
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感

し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
音
楽

の
中
で
、
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

研
修
を
振
り
返
っ
た
意
見

交
換
で
は
、
参
加
者
か
ら
、

「
し
ば
ら
く
運
動
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら

日
常
の
生
活
の
中
に
体
を
動

か
す
こ
と
を
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
」「
体
が
ぽ
か
ぽ
か

と
温
ま
っ
た
。
続
け
て
取
り

組
み
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
、
健
康
づ
く
り
支
援

事
業
に
お
い
て
、
市
町
村
で

実
施
し
て
い
る
事
業
内
容
を

会
員
間
で
共
有
で
き
た
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

岩﨑会長

寺峰いつ子氏

安 田 町 の自 然に

身を置くことで

エナジーをチャージ

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
に
、「『
若
い

女
性
が
す
る
も
の
』
と
思
わ
れ

が
ち
な
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
す
が
、
歳

が
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
や
ら
な
い

か
ん
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が

嬉
し
い
」
と
西
山
さ
ん
。

　

さ
ら
に
、「
人
間
ド
ッ
ク
等
の

結
果
、
糖
尿
病
の
数
値
が
良
く

な
っ
た
。
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
始
め
た

以
外
に
理
由
が
見
つ
か
ら
な
い
」

と
の
声
も
挙
が
っ
て
い
る
他
、「
久

し
ぶ
り
に
会
う
娘
と
温
泉
へ
行

き
、
体
組
成
計
に
乗
っ
て
み
る
と

私
の
筋
肉
量
の
方
が
多
か
っ
た
。

す
る
と
娘
が
東
京
で
ピ
ラ
テ
ィ
ス

を
始
め
た
」
と
、
地
方
か
ら
の

逆
発
信
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

安
田
町
に
嫁
い
で
、
も
う
す

ぐ
10
年
に
な
る
西
山
さ
ん
。
昨

年
５
月
に
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
学
校
に

入
り
直
し
、
月
１
、２
回
の
ペ
ー

ス
で
東
京
へ
飛
行
機
で
通
学
し
て

い
る
。
学
び
の
場
が
遠
い
こ
と
が

難
点
で
は
あ
る
が
、
ト
ー
タ
ル
で

は
楽
し
み
つ
つ
充
実
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

安
田
町
の
魅
力
、

好
き
な
と
こ
ろ

　
「
海
、
川
、
山
、
自
然
の
中

に
身
を
置
く
こ
と
で
、
エ
ナ
ジ
ー

を
チ
ャ
ー
ジ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
、
西
山
さ
ん
。
特
に
神

峯
寺
と
そ
の
す
ぐ
上
の
神
峯
神

社
は
お
気
に
入
り
の
場
所
で
、
森

の
中
を
通
っ
て
い
く
こ
と
で
心
身

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
る
お
す
す
め

の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
夢
を
伺
う

と
、「
２
月
に
ピ
ラ
テ
ィ
スマ
シ
ン
の

リ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
ト
ル
コ
か
ら
届
き

ま
し
た
。『
東
京
の
孫
に
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
ピ
ラ
テ
ィ
ス
や
り
ゆ
う

と
言
う
て
も
信
じ
て
も
ら
え
ん
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ん

か
あ
る
わ
け
な
い
と
言
わ
れ
て
し

ま
う
』
と
の
声
も
あ
る
。
そ
ん

な
安
田
町
で
マ
シ
ン
を
使
っ
た
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
こ
れ
か
ら
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
の
マ
シ

ン
も
導
入
し
た
い
で
す
し
、
実

家
の
オ
リ
ー
ブ
畑
に
母
が
建
て
た

小
屋
を
ピ
ラ
テ
ィ
ス
ス
タ
ジ
オ
に
し

て
、
小
豆
島
を
も
う
一つ
の
拠
点

と
し
て
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
広
め
る

こ
と
が
で
き
た
ら
と
構
想
し
て
い

ま
す
」
と
こ
れ
か
ら
の
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、「
お
ん
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
」
と
題
し
、
男

性
が
参
加
し
や
す
い
教
室
の
開

催
も
目
指
し
た
い
と
力
を
込
め

た
。

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
健
康
づ
く
り
の

連
携
、
今
後
の
広
が
り
に
期
待

し
た
い
。

訪ねた元気人
ピラティス・インストラクター

西
にしやま

山香
か

苗
なえ

さん

「実は運動に苦手意識があった」と西山さん。誰でも行うことができるのもピラティス
の魅力

西山さんのピラティスマシン。
スパインコレクター（左）と２
月に届いたリフォーマー（右）
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総面積　126.46k㎡
人口　33,318 人
国保被保険者数　8,309 人
高齢化率　31.84％

（令和 2 年 1 月末現在）

ORANKU NO HOKENJIGYO

香南市
Vol.91

水・緑・風が輝く
豊かな暮らしと産業で
飛躍するまち“香南市”

香
南
市
の
紹
介

　

香
南
市
は
、
高
知
市
か
ら
東
へ
約
20
～

30
㎞
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
温
暖
で
雨
の

少
な
い
気
候
を
生
か
し
て
野
菜
の
促
成
栽

培
と
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛
ん
で
、
特
に
ミ
カ

ン
と
ニ
ラ
は
県
下
で
も
有
数
の
生
産
量
を

誇
っ
て
お
り
ま
す
。

「
孤
育
ち
」
と
な
ら
な
い
よ
う
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
５
月
よ
り
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
場
所
が
健
康
対
策
課
１
カ
所
と
な

り
、
全
て
の
妊
婦
に
保
健
師
が
面
接
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
か
ら
は

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
拠
点
と
な
る
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な

く
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
７
月
に
総
合

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、

パ
パ
マ
マ
教
室
や
育
児
相
談
・
母
乳
相
談

等
の
母
子
保
健
事
業
を
連
携
し
て
行
う
こ

と
に
よ
り
、
妊
娠
中
か
ら
つ
な
が
り
を
持

ち
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
関
係
づ
く
り

の
機
会
に
し
て
い
ま
す
。

　

出
産
後
は
、
新
生
児
か
ら
４
カ
月
ま
で

の
乳
児
が
い
る
全
て
の
家
庭
を
保
健
師
が

訪
問
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事

業
」、
産
後
４
カ
月
ま
で
の
産
婦
や
乳
児

に
対
し
て
、
助
産
師
が
訪
問
や
来
所
に
よ

り
乳
房
ケ
ア
や
授
乳
方
法
、
乳
児
の
育
児

方
法
等
の
相
談
を
受
け
る
「
産
後
ケ
ア
事

業
」
な
ど
、
母
親
や
家
族
の
不
安
を
軽
減

し
、
育
児
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

野市町　あじさい街道

香我美町　西川花公園

夜須町　手結盆踊り

香我美町　岸本チューリップ祭り

夜須町　手結港可動橋

　

ま
た
、
手
結
の
盆
踊
り
や
旧
正
凧
揚
げ

大
会
、
絵
金
祭
り
な
ど
の
伝
統
行
事
や
、

み
な
こ
い
港
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
多

く
開
催
さ
れ
、
近
年
で
は
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
方
が
訪
れ
ま

す
。

　

令
和
２
年
４
月
に
は
新
し
い
庁
舎
が
完

成
し
、
地
域
に
分
散
し
て
い
た
課
が
一
カ

所
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
で
益
々
、
市
民
の

方
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

保
健
師
は
高
齢
者
介
護
課
に
５
人
、
福

祉
事
務
所
に
３
人
、
健
康
対
策
課
に
11
人

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
母
子
保

健
と
成
人
保
健
を
主
に
担
当
し
て
い
る
健

康
対
策
課
の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

妊
娠
期
か
ら
の
子
育
て
支
援

　

香
南
市
の
出
生
数
は
毎
年
約
２
２
０
人

で
す
。
県
内
外
か
ら
の
転
入
も
多
く
、
身

近
な
支
援
者
が
い
な
い
ま
ま
に
子
育
て
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
保
護
者
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
庭
、
地
域
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
、
行
政
が
連
携

し
て
、「
子
育
て
」「
子
育
ち
」
が
「
孤
育
て
」

香南市役所　健康対策課のみなさん
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き
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
保
健
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
後

の
取
り
組
み

　

健
診
を
受
診
し
た
方
を
対
象
に
、
健
診

結
果
説
明
会
を
市
内
４
地
区
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
保
健
師
と
栄
養
士
で
結
果
の
見

方
や
食
生
活
で
気
を
付
け
て
ほ
し
い
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
個
別
相
談
で

参
加
者
と
話
を
し
て
い
ま
す
。「
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
い
つ
も
曇
り
マ
ー
ク
で
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
」「
糖
尿
の
値
が
、
今
回

は
高
か
っ
て
び
っ
く
り
し
た
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
結
果
と
日
頃
の
生
活
を
振
り
返

り
、
生
活
習
慣
で
取
り
組
み
で
き
て
い
る

と
こ
ろ
の
確
認
と
改
善
し
た
方
が
良
い
と

こ
ろ
の
話
を
し
な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
て

い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
「
こ
ん
な
に
丁
寧

に
話
を
聞
い
て
く
れ
る
が
や
ね
」「
食
べ

す
ぎ
と
は
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
な
か

な
か
難
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
て
い

ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
集
団
健
診
会
場
で

受
診
を
さ
れ
た
方
に
は
保
健
師
が
問
診
時

や
電
話
で
話
を
す
る
機
会
を
も
つ
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た

方
に
は
、
電
話
と
併
せ
て
積
極
的
に
家
庭

訪
問
を
し
、
直
接
お
会
い
す
る
機
会
を
作

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
保
健
指
導
の
利

用
に
つ
な
が
ら
な
く
て
も
、
健
診
結
果
か

ら
身
体
の
状
態
を
知
る
た
め
に
継
続
し
て

健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
で
要
医
療
に
な
っ
た
方
に

は
、
保
健
師
が
電
話
で
受
診
勧
奨
し
て
い

ま
す
。
血
圧
や
血
糖
で
要
医
療
に
な
っ
た

方
は
、
医
療
機
関
の
受
診
に
つ
な
が
る
割

合
が
高
い
で
す
が
、
脂
質
異
常
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
の
方
が
受
診
さ
れ
る

割
合
が
低
く
、
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。家

庭
血
圧
測
定
の
取
り
組
み

　

香
南
市
で
は
保
健
事
業
と
し
て
、
高
血

圧
予
防
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
健

康
増
進
計
画
で
あ
る
「
こ
う
な
ん
げ
ん
き

21
」
を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
市
内

の
医
療
機
関
の
医
師
や
健
康
づ
く
り
組
織

の
代
表
、
保
健
所
や
有
識
者
か
ら
な
る
健

ORANKU NO HOKENJIGYO

みるくクラブ（母乳相談）。お母さん同士の情報交換や、
授乳、ミルク等、育児に関するいろいろな悩みについて、
助産師や保健師が相談を受けています

パパママ教室。出産準備やお産の進み方などの講話や妊婦体操、妊娠中の
食事や赤ちゃんのお世話、夫の妊婦疑似体験等をしています

離乳食講習会（もぐもぐ教室）。離乳食の与え方や進め
方など、栄養士による講習会の様子。ご両親だけではな
く、おじいちゃんおばあちゃんの参加もあります

健診結果説明会の様子

特定健診会場での食生活改善推進員の
減塩コーナー

血圧ノートふれあい祭りでの健康推進員による
血圧測定コーナー

康
づ
く
り
推
進
委
員
会
及
び
専
門
部
会
を

設
置
し
、
計
画
の
進
捗
管
理
や
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
。
協
議
の
中
で
、
当
市
で

は
脳
血
管
疾
患
を
中
心
と
し
た
課
題
が
多

く
、
そ
の
た
め
脳
血
管
疾
患
の
原
因
と
な

る
高
血
圧
予
防
に
重
点
を
お
い
た
取
り
組

み
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平
成
22

年
に
は
脳
卒
中
予
防
対
策
行
動
計
画
を
作

成
し
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
医
療
機
関
、

地
区
組
織
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
に
行
動
目
標

を
設
定
し
積
極
的
に
取
り
組
み
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
年

度
に
は
健
康
推
進
員
活
動
と
し
て
、
家
庭

血
圧
測
定
の
研
修
会
を
行
い
、
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
血
圧
測
定
を
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
基
に
、
翌
年
度
か
ら

は
特
定
健
診
会
場
で
、
市
民
へ
の
家
庭
血

圧
測
定
指
導
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
ま
で
の
８
年
間
に
延
べ

４
５
０
人
以
上
の
方
が
測
定
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
測
定
後
は
基
準
値
よ
り
高
い

方
に
対
し
て
保
健
指
導
を
行
い
、
約
半
数

の
方
を
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
「
継
続
し
て
測
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
測
定
結
果
を
主
治
医
に
見

せ
て
い
る
」「
塩
分
を
控
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
区
組
織
の
役
割
と
し
て
、

健
康
推
進
員
に
は
特
定
健
診
会
場
で
の
啓

発
や
、
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
機
会
を

通
し
て
家
庭
血
圧
測
定
方
法
を
地
域
で
伝

達
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食

生
活
改
善
推
進
員
に
は
、
特
定
健
診
会
場

や
地
区
活
動
で
減
塩
食
・
バ
ラ
ン
ス
食
の

啓
発
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
身
近
な
活
動
が
地
域
に
根
付
く
こ

と
で
、
市
全
体
の
健
康
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
大
切
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た

保
健
活
動
を

　

現
在
、
香
南
市
は
第
２
期
の
健
康
増
進

計
画
に
基
づ
き
、
保
健
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
母
子
保
健
も
含
め
、
今
後
も
市

民
、
地
域
、
医
療
、
行
政
が
力
を
合
わ
せ

て
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、「
香
南

市
に
住
み
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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随

想
こくほ

い
の
ち
を
守
る

武　

田　

俊　

彦

T
o

s
h

i
h

i
k

o
 

T
a

k
e

d
a

岩
手
医
科
大
学
客
員
教
授
（
前
厚
生
労
働
省
政
策
参
与
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
国
民
の
命
を
守
る

　
「
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
国
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
と
い
う

言
葉
が
耳
に
残
っ
た
。
２
月
29
日

の
安
倍
総
理
の
記
者
会
見
で
の
冒

頭
発
言
で
あ
る
。
国
民
の
命
を

守
る
、
と
い
う
こ
と
は
厚
生
労
働

省
の
使
命
で
あ
り
、
医
療
保
険

制
度
の
目
的
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
命
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、

単
純
な
こ
と
で
は
な
く
難
し
い
こ

と
だ
と
も
感
じ
た
の
だ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
連
日

ニュ
ー
ス
の
中
心
と
な
り
、
今
や

ネ
ッ
ト
で
も
膨
大
な
情
報
が
流

れ
、
国
民
の
関
心
は
非
常
に
高

い
。
感
染
が
拡
大
し
つつ
あ
る
現

在
、「
命
を
守
る
」
た
め
に
、
国

も
、
医
療
機
関
も
、
そ
し
て
国
民

一
人
ひ
と
り
も
ど
う
対
応
す
べ
き

か
、
問
わ
れ
て
い
る
。

　

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
は
徐
々

に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
多

く
の
人
は
軽
症
で
推
移
す
る
が
、

一
部
の
人
は
重
症
化
し
、
命
の
危

険
に
直
面
す
る
人
も
出
て
く
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
て
い
る
。
治
療

薬
は
ま
だ
な
い
が
、
我
が
国
に
は

感
染
症
の
た
め
の
専
門
的
な
病
院

病
床
と
専
門
の
医
師
に
よ
り
命

を
救
う
た
め
の
体
制
が
確
保
さ
れ

て
い
る
。
長
い
時
間
を
か
け
て
作

り
あ
げ
ら
れ
た
医
療
体
制
の
お

か
げ
で
、
国
際
的
に
見
て
も
高
い

保
健
医
療
水
準
が
実
現
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
住

民
は
保
険
証
１
枚
で
ど
こ
で
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、

我
が
国
が
誇
る
世
界
に
冠
た
る

国
民
皆
保
険
制
度
だ
。
医
療
提

供
体
制
と
医
療
保
険
制
度
は
、

車
の
両
輪
、
表
裏
一
体
の
関
係
に

あ
る
。

医
療
は
急
激
な
利
用
増
に

よ
り
機
能
不
全
に

陥
り
や
す
い
側
面
を
持
つ

　

こ
の
よ
う
な
高
度
な
専
門
的

医
療
体
制
も
、
簡
単
に
機
能
不

全
に
陥
っ
た
り
、
壊
れ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
認
知

さ
れ
て
い
な
い
。
大
規
模
災
害
や

新
型
感
染
症
の
発
生
の
際
に
、
医

療
が
い
か
に
壊
れ
や
す
く
、
守
る

随

想
こくほ
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こ
と
が
大
事
な
の
か
気
付
か
さ
れ

る
。

　

救
急
車
を
思
い
浮
か
べ
て
ほ
し

い
。
全
国
ど
こ
で
も
１
１
９
番
通

報
す
れ
ば
、
直
ち
に
救
急
車
が

来
て
く
れ
る
。
当
然
と
思
わ
れ

る
だ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、
東
京
で

は
利
用
者
の
増
加
が
続
き
、
逼

迫
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
増

加
の
か
な
り
の
割
合
は
軽
症
患
者

と
い
う
実
態
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り

救
急
車
が
す
ぐ
に
は
手
配
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
、
搬
送
先
が

見
つ
か
ら
ず
搬
送
時
間
は
伸
び
、

搬
送
先
の
救
急
部
門
は
疲
弊
し
、

救
急
医
の
過
重
労
働
が
問
題
に

な
って
い
る
。

　

皆
が一
斉
に
利
用
す
れ
ば
、
本

当
に
必
要
な
患
者
を
運
ぶ
こ
と

す
ら
難
し
く
な
る
。
そ
の
た
め
、

大
規
模
事
故
や
災
害
な
ど
の
場

合
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
と
い
う
優

先
度
判
定
が
行
わ
れ
る
。
救
急

車
の
出
動
、
搬
送
先
の
病
院
の

選
定
、
救
急
医
療
機
関
に
お
け

る
治
療
の
選
択
な
ど
に
こ
の
ト
リ

ア
ー
ジ
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

医
療
に
対
し
て
、
国
民
の
側
に

は
と
に
か
く
病
院
に
行
け
ば
安
心

で
、
何
で
も
手
当
て
し
、
治
し
て

も
ら
え
る
と
い
う
期
待
が
あ
る
。

し
か
し
、
利
用
増
で
出
動
や
搬

送
業
務
に
支
障
が
出
る
救
急
車

の
事
例
以
上
に
患
者
が
殺
到
す

れ
ば
機
能
不
全
に
陥
り
や
す
い
の

が
医
療
で
あ
り
、
と
て
も
デ
リ

ケ
ー
ト
な
存
在
だ
と
い
う
言
い
方

も
で
き
る
。

利
用
者
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠

　

特
に
感
染
症
は
難
し
い
。
一
般

病
院
で
は
、
待
合
室
で
他
の
患
者

が
感
染
す
る
可
能
性
や
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
感
染
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
病
床
も
専
門
の
病
床
が

必
要
で
、
し
か
も
専
門
病
床
の

数
は
大
病
院
で
も
決
し
て
多
く
な

い
。
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
集
団
感
染

の
よ
う
に
大
人
数
の
受
け
入
れ
が

必
要
に
な
れ
ば
、
多
く
の
病
院
で

分
散
し
て
受
け
入
れ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
状
だ
。
真
に
専
門
的

病
床
で
治
療
す
べ
き
人
を
見
つ
け

て
、
集
中
的
に
治
療
し
、
ケ
ア
す

る
。そ
れ
が「
救
え
る
命
を
救
う
」

こ
と
の
意
味
だ
。

　

皆
保
険
制
度
は
「
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
誰
で
も
」
診
て
も
ら
え
る

仕
組
み
を
目
指
し
て
き
た
。
し

か
し
、
真
に
救
え
る
命
を
守
る
た

め
に
は
、
利
用
者
の
側
の
理
解
と

協
力
も
必
要
に
な
る
。

　

本
当
に
「
命
を
守
る
」
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
か
が
す
べ
て

の
人
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
本
来
保
険
制
度
は
支
え

合
い
の
仕
組
み
で
あ
り
、
社
会
的

共
通
資
本
と
し
て
の
医
療
を
支

え
合
い
の
精
神
で
大
事
に
守
り
継

承
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
命
を
守
る
こ
と
は
医
療
を
、

保
険
制
度
を
守
る
こ
と
で
も
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
国
民
健
康
保

険
制
度
の
最
大
の
基
本
理
念
だ

と
思
う
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

昭和 34 年 9 月 2 日生
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前列の一番右（筆者）市田彩香主事

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！　

大

豊
町
役
場
住
民
課
の
市
田
と
申
し

ま
す
。
新
規
採
用
と
し
て
入
庁

し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
た

ち
ま
し
た
。
私
が
所
属
す
る
保
険

窓
口
班
は
、
住
民
の
方
に
対
す
る

業
務
が
主
な
の
で
、
休
日
は
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
の
休
日
の
過
ご
し
方

は
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
で
話
し

切
れ
な
い
ぐ
ら
い
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
な
日
は
、

「
食
の
イ
ベ
ン
ト
」
を
ゴ
ー
ル
に

県
内
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
ま
た
、
友
人
の
誘
い
の

ま
ま
に
、
壁
の
凸
凹
を
登
っ
て
み

た
り
、
川
を
下
っ
て
み
た
り
と
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
す
る
日
も

あ
り
ま
す
。
一
方
、
イ
ン
ド
ア
な

日
は
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
だ
ら
だ
ら
。

一
人
暮
ら
し
な
の
で
悠
々
自
適
に

堕
落
し
た
（
で
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

幸
せ
な
）
１
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
中
、
私
の
「
ベ
ス
ト

オ
ブ
休
日
ｉ
ｎ
２
０
１
９
」
は
、

夏
の
初
め
に
過
ご
し
た
１
日
で

す
。大
豊
町
内
の
民
宿
を
借
り
て
、

「
囲
炉
裏
ｄ
ｅ
懇
親
会
」
を
同
期

の
友
人
と
企
画
し
ま
し
た
。「
み

ん
な
で
遊
び
た
い
！
」
と
い
う
思

い
付
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
声
を

掛
け
た
先
輩
方
も
参
加
し
て
く
れ

て
、
友
達
の
集
ま
り
の
よ
う
な
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

気
に
な
る
懇
親
会
は
、
み
ん
な

が
参
加
し
や
す
い
お
昼
に
開
催
。

会
場
に
な
っ
た
民
宿
に
は
、
オ
ー

ナ
ー
さ
ん
お
手
製
の
囲
炉
裏
が
あ

り
ま
す
。
青
い
空
に
白
い
雲
、
山

の
緑
と
赤
い
炎
が
そ
ろ
う
と
、
な

ぜ
か
そ
れ
だ
け
で「
す
ご
ぉ
い
！
」

と
テ
ン
シ
ョ
ン
急
上
昇
。
囲
炉
裏

で
は
、
ア
メ
ゴ
や
田
舎
豆
腐
等
の

串
焼
き
が
焼
か
れ
て
お
り
、
羽
釜

で
炊
い
た
ご
は
ん
や
豚
汁
等
も
用

意
し
て
も
ら
っ
て
、
河
川
敷
Ｂ
Ｂ

Ｑ
と
は
ま
た
違
う
、「
山
な
ら
で

は
の
夏
」
を
み
ん
な
で
満
喫
し
ま

し
た
。
誕
生
日
が
近
い
メ
ン
ズ
の

た
め
に
、
こ
れ
ま
た
町
内
に
あ
る

カ
フ
ェ
特
製
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
ケ
ー

キ
を
用
意
し
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を

大
音
量
で
楽
し
ん
だ
り
、
食
べ
て

笑
っ
て
、
遊
ん
で
笑
っ
て
！　

の

楽
し
い
休
日
で
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
、こ
の
休
日
は「
町

職
員
に
な
れ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た

縁
だ
な
あ
」
と
感
じ
た
１
日
で
し

た
。
こ
の
縁
を
大
事
に
楽
し
み
な

が
ら
、
も
っ
と
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
大

豊
町
が
気
に
な
っ
た
皆
さ
ん
。
ぜ

ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
☆

　

い
つ
で
も
ア
テ
ン
ド
は
お
任
せ

く
だ
さ
い
（
笑
）
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

『
ベ
ス
ト
オ
ブ
休
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉｎ 

２
０
１
９
』

大
豊
町
役
場
　
住
民
課

主
事  

市
田
　
彩
香

　

中
土
佐
町
役
場
町
民
環
境
課
の

南
部
と
申
し
ま
す
。
国
保
を
担
当

し
て
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
高
知

県
国
民
健
康
保
険
課
の
皆
さ
ま
、

国
保
連
合
会
の
皆
さ
ま
、
他
市
町

村
国
保
担
当
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導

ご
協
力
に
支
え
ら
れ
て
、
何
と
か

乗
り
切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
の

話
を
い
た
だ
い
て
、
何
を
書
こ
う

か
と
考
え
た
と
き
に
、
最
初
に
頭

に
思
い
浮
か
ん
だ
こ
と
は
、
最
近

ハ
マ
っ
て
い
る
趣
味
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
で
し
た
。
年
の
せ
い
か
、
体

重
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
て
、
基

本
的
に
運
動
を
あ
ま
り
し
な
い
の

で
、
こ
れ
で
は
ま
ず
い
と
思
っ
て

い
た
矢
先
、
友
人
と
高
知
市
の
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

た
だ
、
高
知
市
内
の
ジ
ム
は
遠
い

な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
隣
町

の
四
万
十
町
に
あ
る
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が
で

き
る
と
知
っ
て
、
今
で
は
月
会
員

に
も
な
り
、
週
に
２
回
程
度
通
っ

て
い
ま
す
。

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
課
題
（
コ
ー

ス
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ

を
登
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
課

題
に
は
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
簡
単
な

方
か
ら
10
級
～
１
級
そ
れ
か
ら
１

段
、
２
段
、
３
段
…
…
と
あ
り
ま

す
（
ち
な
み
に
私
は
４
級
を
登
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
初
心
者
に
毛

が
生
え
た
ぐ
ら
い
で
す
）。
基
本

的
に
は
、
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と

で
登
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
難

し
い
課
題
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

体
力
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ

チ
で
体
を
鍛
え
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
体
重
も
当
然
、
重
要

で
す
の
で
、
間
食
を
控
え
る
な
ど

食
事
も
気
を
付
け
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
体
重
も

減
り
（
少
し
で
す
が
）、
筋
肉
が

盛
り
上
が
っ
て
く
る
（
少
し
で
す

が
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！　

楽

し
く
て
、
健
康
に
良
い
！　

一
石

二
鳥
じ
ゃ
な
い
か
！　

と
思
い
、

益
々
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
通
う
た
び
に

握
力
が
無
く
な
り
、
髪
を
洗
う
だ

け
で
息
が
切
れ
る
ぐ
ら
い
疲
れ
ま

す
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
は
楽
し
い
の
だ
ろ
う
と
考

え
る
と
、
課
題
と
い
う
明
確
な
目

標
が
あ
る
の
で
、
自
分
の
成
長
を

感
じ
、
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
で
き

な
か
っ
た
課
題
を
努
力
し
て
登
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
と
て
も

楽
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
の
目
標
は

３
級
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
と
、
物

部
川
沿
い
に
あ
る
岩
場
に
登
り
に

行
く
こ
と
で
す
！　

皆
さ
ま
も
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

近
頃
、
結
婚
し
て
生
活
が
変

わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、日
常
生
活
、

ま
た
仕
事
に
関
し
て
も
い
ろ
い
ろ

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
の
よ
う
に
明
確
な
目
標
を
設

定
し
て
、
着
実
に
ク
リ
ア
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

後列の左から畠中主任、結城会計年度任用職員、竹嶋レセプト点検員、
佐竹係長、若瀬課長補佐、多田課長

前列の左から（筆者）南部主査、浪上会計年度任用職員

『
着
実
に
』

Coffee
Break

中
土
佐
町
役
場
　
町
民
環
境
課

主
査  

南
部
　
陽
生

Coffee
Break
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運動教室

講演会

コスモス

柏島3障害交流会 夏祭り

体
重
や
腹
囲
の
改
善
は
な
く
て
も
、
健
康
に
意

識
を
向
け
て
く
れ
る
だ
け
で
少
し
進
歩
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

ま
だ
２
年
目
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
住
民
の
方

に
少
し
ず
つ
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
大

月
町
で
保
健
活
動
を
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。 

山
岡　

友
里
恵

３
年
目
の
羽
ば
た
き

「
ひ
き
こ
も
り
支
援
を
通
し
て
」

　

精
神
保
健
福
祉
の
担
当
が
３
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
日
々
の
関
わ
り
を
通
し
て
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
、

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
困
難
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
画
期
的
な
特
効
薬
の
よ
う
な
も
の
は
な
い

た
め
、
関
わ
り
の
中
で
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

た
り
、
自
分
の
役
目
を
果
た
せ
て
い
る
の
か
と

疑
問
を
感
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り

支
援
で
は
、
つ
い
自
分
の
価
値
観
で
支
援
策
を

に
魚
が
放
り
込
ま
れ
た

り
と
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ

出
来
事
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
ど
ん
な
時
も

保
健
婦
と
住
民
は
と
て

も
近
い
関
係
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
時
代
は
昭

和
か
ら
令
和
へ
、
黒
い

鞄
は
幻
の
存
在
と
な
り
、

Ｅ
や
Ｇ
、
Ｉ
に
心
当
た

り
の
あ
る
保
健
師
は
残
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
住
民
と
と
も
に
生
き

て
い
く
保
健
師
た
ち
に
希
望
を
託
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
つ
づ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

２
年
目
の
つ
ぶ
や
き

「
健
診
結
果
か
ら
家
族
を
見
る
」

　

保
健
師
と
し
て
働
き
始
め
て
２
年
、
健
康
増

進
事
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
の
受

診
勧
奨
で
地
区
担
当
保
健
師
が
戸
別
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。
訪
問
だ
け
で
受
診
に
つ
な
が
る
人

は
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、受
診
者
の
中
に
は「
誘

わ
れ
た
け
ん
来
た
で
」
と
言
っ
て
く
れ
る
方
も

お
り
、
地
区
を
回
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
な
と
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
対
象
者
か
ら

は
生
活
習
慣
を
聞
き
取
り
、
一
緒
に
目
標
を
決

め
ま
す
。
６
カ
月
後
に
訪
問
す
る
と
毎
日
の

血
圧
値
や
万
歩
計
の
歩
数
の
記
録
を
出
し
て
き

て
、頑
張
っ
て
い
た
証
拠
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
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保健師の
記録

大月町役場　保健介護課

大月町地域包括支援センター内

黒田 真代

これからの時代を住民とともに
生きていく保健師たちの思い
―住民の健康と豊かな生活のために―

　

昔
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
に
、
卒
業
し
た
て
の

若
い
保
健
婦
た
ち
が
お
り
ま
し
た
。彼
女
ら
は
、

目
に
も
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
の
制
服
を
身
に
ま
と

い
、
事
務
所
兼
住
居
の
勤
務
地
で
、
公
用
車
の

ス
ー
パ
ー
カ
ブ
と
保
健
婦
業
務
要
覧
、
手
書
き

の
引
継
書
、
黒
い
鞄
を
手
渡
さ
れ
、
そ
の
ま
ま

野
に
放
た
れ
た
の
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
彼
女
た
ち
は
Ｃ
や
ら
Ｅ
や
ら
、

Ｇ
、
Ｉ
と
記
号
分
け
さ
れ
た
ケ
ー
ス
台
帳
を
も

と
に
、
見
ず
知
ら
ず
の
家
庭
へ
と
訪
問
を
す
る

の
で
し
た
。
黒
い
鞄
の
中
に
は
、
爪
切
り
、
ピ

ン
セ
ッ
ト
、
イ
ソ
ジ
ン
な
ど
が
セ
ッ
ト
さ
れ
、

褥
瘡
の
ガ
ー
ゼ
交
換
等
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
少
な
く
、
月

に
２
回
程
度
の
移
動
入
浴
を
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
た
家
族

と
一
緒
に
泣
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
、
そ
ん
な

時
代
で
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
カ
ブ
ご
と
沈
下
橋
か
ら
落
ち
た

り
、
走
行
中
に
蜂
に
刺
さ
れ
た
り
、
早
朝
玄
関

は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
今
後
も
さ
ら

に
学
び
を
深
め
て
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
自
信

を
持
っ
て
対
象
者
と
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

山
本　

優

32
年
目
か
ら
の
伝
言

「
引
き
継
が
れ
る
保
健
師
の
思
い
」

　

青
い
制
服
か
ら
私
の
保
健
師
時
代
が
始
ま

り
、「
そ
れ
、
保
健
師
の
仕
事
か
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
事
も
数
多
く
あ
っ
た
頃
で
し
た
。
四

半
世
紀
も
過
ぎ
た
今
で
も
地
区
を
走
り
回
っ
て

い
ま
す
。
昔
の
よ
う
な
訪
問
三
昧
の
業
務
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
方
と
話
す
機
会

が
あ
れ
ば
、「
や
っ
ぱ
り
、
人
と
話
す
の
は
楽

し
い
」
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

時
代
と
と
も
に
保
健
師
の
仕
事
も
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
住
民
に
寄
り
添
う
姿
勢
は
引

き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
住
民
の

健
康
と
豊
か
な
生
活
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

尽
力
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
た

ち
の
仕
事
ぶ
り
を
頼
も
し
く
見
て
い
ま
す
。

小
谷　

麻
理

で
魅
力
的
で
し
た
。
健
康
相
談
で
は
、
担
当
地

区
に
出
向
い
て
講
話
等
を
し
て
い
ま
す
。
住
民

の
健
康
管
理
や
相
談
を
受
け
な
が
ら
「
保
健
師

を
し
て
い
る
な
」
と
実
感
し
ま
し
た
。
地
区
の

特
性
や
住
民
の
背
景
を
把
握
し
な
が
ら
、
私
た

ち
が
で
き
る
対
応
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
司
や
先
輩
、

他
部
署
と
も
連
携
す
る
こ
と
で
一
人
の
住
民
を

支
え
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
立
場
か
ら
県
と
関
わ
る
と
、
不
親

切
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
相
手

が
住
民
で
も
市
町
村
で
も
、
親
切
な
関
わ
り
が

良
好
な
関
係
を
構
築
し
、
業
務
を
円
滑
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
学
ん
だ
の
で
、
職
場
が
本

庁
で
も
保
健
所
で
も
こ
の
学
び
を
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

矢
野　

あ
ゆ
み

７
年
目
の
か
が
や
き

「
高
齢
者
支
援
で
学
ん
だ
こ
と
」

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
と
な
り
約

１
年
に
な
り
ま
す
。
日
々
、
高
齢
者
や
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
対
応
や
要
支
援
者
等
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
い

い
の
か
な
？　

と
悩
む
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
人
と
家
族
の
意
見
が
食
い
違
う

場
合
は
調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
家
族
は

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
た
い
け
ど
本
人
は
断
固
拒

否
。
正
直
、
ど
う
し
よ
う
か
と
困
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
お
互
い
の
話
を
じ
っ

く
り
聞
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
中
で
「
自
立
支
援
」
と
い
う
言

葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
い
で
生
活
を
楽
に
す
る
こ
と
だ
け
が
自

立
支
援
で
は
な
く
、
個
人
個
人
に
ど
こ
ま
で
の

介
入
が
必
要
な
の
か
見
極
め
る
た
め
の
自
身
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
も
っ
と
磨
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
支
援
に
携
わ
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
所
と
連
携

し
、
地
域
の
協
力

者
と
や
り
と
り
を

す
る
機
会
が
多
く
、

そ
う
い
っ
た
人
た

ち
と
支
援
の
方
法

を
一
緒
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の

考
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
保

健
師
は
そ
の
人
の
成
育
歴
や
考
え
方
を
理
解

し
、
対
象
者
が
納
得
で
き
る
生
き
方
を
、
一
緒

に
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
す
ぐ
に
変
化
す
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
変

化
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が

来
る
時
が
あ
り
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な

い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
必
要
な
時
に
助
け
を
求

め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
継
続
し
た
関
わ
り
が

必
要
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

個
別
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
は
、
３
年
目
の
私
に

は
、
そ
の
度
に
迷
い
が
生
じ
ま
す
が
、
職
場
で

は
上
司
や
同
僚
に
相
談
し
や
す
い
環
境
が
整
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

相
談
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
住
民
と
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

池
本　

萌
香

５
年
目
の
ひ
ら
め
き

「
市
町
村
か
ら
県
を
み
て
」

　

保
健
師
に
な
っ
て
か
ら
の
４
年
間
は
、
県
庁

勤
務
で
事
務
作
業
が
主
だ
っ
た
た
め
、
事
務
処

理
能
力
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村

や
他
機
関
と
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
が
多
く
、

企
画
調
整
力
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
庁
で
は

常
に
、
保
健
師
の
役
割
と
は
何
か
を
考
え
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
初
め
て
の
異
動
で
市
町
村
派
遣

と
な
り
、
大
月
町
に
来
ま
し
た
。
地
域
で
の
保

健
活
動
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
ば
か
り
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アボカド	 1/6 個
レタス	 30g
ピザチーズ	 10g
温泉卵	 1 個

食べてみぃや！味
み

てみぃや！！    

vol. 51ヘ ル シ ー ご は ん

ちょっとピリ辛
豆腐とささみのサラダ

　砕いたピーナッツが食感と風味のアクセントになっている一皿。ピリ辛の中に甘みもある
コチジャンドレッシングをかければ、野菜がもりもり食べられます。ドレッシングは

お好みで市販の中華ドレッシングにしてもおいしくいただけます。

目にも鮮やかなコチジャンドレッシングで野菜を食べましょう

　

サ
ラ
ダ
に
か
け
る
ド
レッシ
ン
グ
を
手
作
り

す
る
と
風
味
も
良
く
、
い
ろ
い
ろ
な
味
の

パ
タ
ー
ン
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
サ
ラ
ダ
の

内
容
に
よ
っ
て
、
し
っ
か
り
野
菜
に
味
を
な

じ
ま
せ
る
ド
レッシ
ン
グ
や
、
食
べ
る
前
に
さ
っ

と
か
け
て
野
菜
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
す
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
そ
ん
な
野
菜
と
相
性
の
良
い
鶏

さ
さ
み
や
ひ
き
肉
を
使
い
、
一
皿
で
た
っ
ぷ
り

の
栄
養
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
サ
ラ
ダ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

高
知
の
トマ
ト
と
言
え
ば
フ
ル
ー
ツ
トマ
ト
。

「
徳
谷
ト
マ
ト
」
を
筆
頭
に
小
ぶ
り
で
高

糖
度
の
ト
マ
ト
は
、
冬
か
ら
春
に
向
け
て
が

旬
に
な
り
ま
す
。

　

お
い
し
い
ト
マ
ト
の
見
分
け
方
は
、
先
端

か
ら
放
射
状
に
筋
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
よ

り
糖
度
が
高
く
旨
味
が
強
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、綿
ト
マ
ト
、 

池
ト
マ
ト
、シュ
ガ
ー

ト
マ
ト
、
ぴ
ゅ
あ
ト
マ
ト
、
春
野
の
フ
ル
ー
ツ

ト
マ
ト
、
て
っぺ
ん
ト
マ
ト
等
々
、
個
性
的
な

名
前
が
付
け
ら
れ
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
菜
を
お
い
し
く

食
べ
ま
し
ょ
う

①鶏ささみは酒をふって電子レンジ
で２分ほど蒸し、冷ましたら裂いて
おく。

②木綿豆腐は、さっと湯通しした後、
ペーパータオルで水気を切り、大
きめにちぎっておく。

③キュウリはせん切り、トマトはくし切り
にする。

④サラダ菜は食べやすい大きさにし
ておく。

⑤①～④、砕いたピーナッツを混ぜ
合わせておく。

⑥Ａの調味料を混ぜ、ドレッシングを
作る。

⑦⑤を皿に盛り付け、⑥のドレッシン
グをかける。

◎作り方

◎材料（１人分）

鶏ささみ	 1本
酒	 少々
木綿豆腐	 1/4丁
キュウリ	 30g
トマト	 30g
サラダ菜	 30g
砕いたピーナッツ	 2個（3g）
マヨネーズ	 大さじ1
コチジャン	 小さじ1
薄口しょうゆ	 小さじ1/2
砂糖	 少々

西
に し

 森
も り

 美
み

 恵
え

管理栄養士

管理栄養士であり、
食育を考える地域
活動栄養士の会「ト
マトの会」代表など
を務める。食育を通

じて、おいしく楽しく健康的な食生活の実践をめ
ざし、地域に密着した栄養相談・料理講習会・
講話などの活動を行っている。

タコス風サラダ
スパイシーなカレー風味とまろやかなアボカド、温泉卵が相性抜群の一皿。

カレー粉の代わりにチリパウダーを使い、タバスコをかけるとより本格的なタコスサラダ
になります。「タコス風サラダ」をご飯にかけて、タコライスとしてもよいでしょう。

手軽なメキシコ料理

①玉ネギをみじん切りにする。
②フライパンに油をひかず、ひき肉、玉

ネギ、ニンニクを炒める。
③ひき肉と玉ネギに火が通ったら、Ａ

の調味料を入れて混ぜ合わせる。
④トマトとアボカドは角切りにする。レタ

スは食べやすい大きさにちぎる。
⑤皿にレタスを敷いた上に、トマトとア

ボカド、③を入れ、ピザチーズをかけ
て温泉卵を乗せる。

◎作り方

合いびき肉	 40g
玉ネギ	 1/2 個
おろしニンニク	 小さじ1/2
カレー粉	 小さじ1
ケチャップ	 大さじ1
ソース	 小さじ１と1/2
しょうゆ	 小さじ1/2
こしょう	 少々
トマト	 30g

サ
ラ
ダ
に
は
欠
か
せ
な
い
ト
マ
ト

◎材料（１人分）

エネルギー　346kcal
タンパク質　18.2g
カルシウム　134mg
食塩　1.9g

1人分

エネルギー　246kcal
タンパク質　18.8g
カルシウム　96mg
食塩　1.2g

1人分
Ａ

Ａ
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国保連合会 2 月通常総会

新年度事業計画・予算を原案どおり認定・可決

組織体制を強化し、事業運営を
効率的・効果的に展開していく

　本会では、令和元年度２月通常総会を２月27日、高知市の高知共済会館において
33会員の出席により開催した。報告事項７件および審議事項34議案を厳正に審議し、

原案どおり認定・可決した。

開
会
あ
い
さ
つ

保
険
者
業
務
の
軽
減
・
効
率

化
の
推
進
に
努
め
る

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
楠
瀬
耕
作
理
事
長

（
須
崎
市
長
）
は
、
国
保
の
財
政
基
盤

を
強
化
す
る
た
め
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全

国
大
会
等
を
通
じ
て
、
国
に
対
し
、
国
保
へ

の
財
政
支
援
を
優
先
的
に
行
う
よ
う
求
め
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

県
が
国
保
の
財
政
運
営
の
主
体
と
な
り
、

市
町
村
等
と
と
も
に
国
保
事
業
を
担
う
新
た

な
国
保
制
度
が
施
行
さ
れ
２
年
近
く
経
過
す

る
中
、「
本
会
と
し
て
は
、
保
険
者
の
共
同
体

と
し
て
の
責
務
を
念
頭
に
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
等
を
活
用
し
た
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
」
に
か
か
る
市
町

村
支
援
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ

ム
の
本
稼
働
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

保
険
者
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
コ
ス

ト
意
識
を
強
く
持

ち
な
が
ら
事
業
運

営
を
効
率
的
・
効

果
的
に
展
開
し
て

い
く
」
と
し
、
保

険
者
業
務
の
軽
減

や
効
率
化
に
つ
な

が
る
業
務
の
推
進
に
一
層
努
め
て
い
く
と
し

て
、
強
い
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決

　

本
会
議
で
は
、議
長
に
黒
岩
之
浩
・

安
田
町
長
を
選
出
し
、

議
事
録
署
名
人
に
板
原

啓
文
・
土
佐
市
長
と
戸

梶
眞
幸
・
日
高
村
長
を
指
名
。

報
告
事
項
７
件
と
審
議
事
項
34
議
案
を

厳
正
に
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
認

定
・
可
決
し
た
。

高知県国民健康保険団体連合会
理事長　楠瀬 耕作

安田町長
黒岩 之浩 氏

祝辞を述べる田村俊二氏

議長

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
者
理
事
長
表
彰

国
保
事
業
の
運
営
発
展
に

貢
献
し
て
き
た
５
人
が

そ
の
栄
誉
に
輝
く

　

本
会
議
前
に
は
、
令
和
元
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
功
労
者
理
事
長
表
彰
を
行
い
、
被

表
彰
者
に
対
し
、
楠
瀬
耕
作
理
事
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

〈
被
表
彰
者
〉（
敬
称
略
）

国
保
運
営
協
議
会
委
員（
在
職
15
年
以
上
）

岡
﨑　

英
右

筒
井　
　

茂

柔
道
整
復
師
施
術
療
養
費
審
査
委
員

会
委
員
（
在
職
10
年
以
上
）

田
村　

俊
二

国
保
審
査
委
員
会
委
員（
在
職
10
年
以
上
）

恒
石　

篤
司

田
中　
　

肇

　

１
月
27
日
、
高
知
市
の
高

知
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
令

和
２
年
度
の
特
定
健
康
診
査

等
の
実
施
に
関
す
る
説
明
会
」

を
開
催
し
た
。
説
明
会
に
は

市
町
村
担
当
者
等
71
人
が
出

席
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
本

会
の
市
川
保
険

者
支
援
課
長
が
、

「
令
和
３
年
３

月
に
導
入
が
予

定
さ
れ
て
い
る

医
療
保
険
の
資

格
情
報
を
一
元

管
理
す
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
等
シ
ス
テ

ム
」を
活
用
し
、

デ
ー
タ
を
引
き

継
ぐ
場
合
に
お

い
て
は
、
本
人
同
意
が
不
要

と
の
見
直
し
案
が
示
さ
れ
て
い

る
。
柔
軟
な
運
用
を
求
め
る

意
見
と
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
、
慎
重
な
対
応
を
求

め
る
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後

の
議
論
が
注
目
さ
れ
る
」
と

情
勢
に
つ
い
て
触
れ
、
実
現
す

れ
ば
、
経
年
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
的
確
な
保
健
指
導
等
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
し
た
。
ま
た
、
令
和
２
年

度
か
ら
は
、
希
望
保
険
者
に

お
い
て
、
特
定
健
診
受
診
率

向
上
対
策
支
援
事
業
が
開
始

さ
れ
る
。

　

説
明
会
で

は
、
高
知
県
か

ら
特
定
健
康
診

査
マ
ニ
ュ
ア
ル

お
よ
び
高
知
県

版
糖
尿
病
性
腎

症
重
症
化
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
部
改
訂
に
つ

い
て
、
高
知
県

後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か

ら
は
、
後
期
高
齢
者
の
質
問

票
の
活
用
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
、
令

和
２
年
度
の
特
定
健
康
診
査

等
の
集
合
契
約
お
よ
び
特
定

健
康
診
査
等
受
診
券
の
発
行

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

共
同
事
業
に
よ
る
保
険
者
事
務

の
効
率
化
を
支
援
し
て
い
く

令
和
２
年
度
の
特
定
健
康
診
査
等
の

実
施
に
関
す
る
説
明
会
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１　
報
告
事
項

報
告
第
１
号
／
会
務
報
告
書（
令
和
元
年
７
月
１
日
～
令
和
２

年
１
月
31
日
）

報
告
第
２
号
／
中
間
監
査
報
告
書

報
告
第
３
号
／
職
員
給
与
規
則
の一
部
を
改
正
す
る
規
則
理
事

専
決
処
分
報
告

報
告
第
４
号
／
令
和
元
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
業
務
勘
定
）歳
出
補
正
予
算（
第
３
号
）理
事

専
決
処
分
報
告

報
告
第
５
号
／
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係

業
務
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
出
補
正
予
算

（
第
２
号
）理
事
専
決
処
分
報
告

報
告
第
６
号
／
職
員
給
与
規
則
の一
部
を
改
正
す
る
規
則
理
事

専
決
処
分
報
告

報
告
第
７
号
／
職
員
給
与
規
則
の一部
を
改
正
す
る
規
則
の一部

を
改
正
す
る
規
則
理
事
専
決
処
分
報
告

２　
審
議
事
項

議
案
第
１
号
／
事
務
局
組
織
規
則
の一部
を
改
正
す
る
規
則
議
案

議
案
第
２
号
／
職
員
給
与
規
則
の一部
を
改
正
す
る
規
則
議
案

議
案
第
３
号
／
財
務
規
則
の一部
を
改
正
す
る
規
則
議
案

議
案
第
４
号
／
負
担
金
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
規
則
の一
部
を

改
正
す
る
規
則
の一部
を
改
正
す
る
規
則
議
案

議
案
第
５
号
／
診
療
報
酬
審
査
支
払
規
則
の一
部
を
改
正
す
る

規
則
議
案

議
案
第
６
号
／
保
険
者
等
事
務
電
子
計
算
共
同
処
理
規
則
の一

部
を
改
正
す
る
規
則
議
案

議
案
第
７
号
／
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

（
第
２
号
）

議
案
第
８
号
／
令
和
元
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
４
号
）

議
案
第
９
号
／
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業

務
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予

算（
第
３
号
）

議
案
第
10
号
／
令
和
２
年
度
事
業
計
画
制
定
議
案

議
案
第
11
号
／
令
和
２
年
度一般
基
本
準
備
金
の
取
崩
議
案

議
案
第
12
号
／
令
和
２
年
度
積
立
資
産・引
当
資
産
の
取
崩
議
案

議
案
第
13
号
／
令
和
２
年
度一般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
14
号
／
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
15
号
／
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会

計（
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）歳

入
歳
出
予
算

議
案
第
16
号
／
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬
支
払
勘

定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
17
号
／
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会

計（
出
産
育
児一時
金
等
に
関
す
る
支
払
勘
定
）

歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
18
号
／
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計

（
抗
体
検
査
等
費
用
に
関
す
る
支
払
勘
定
）歳

入
歳
出
予
算

議
案
第
19
号
／
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業

務
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
20
号
／
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業

務
特
別
会
計（
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬

支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
21
号
／
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業

務
特
別
会
計（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療

報
酬
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
22
号
／
令
和
２
年
度
運
営
資
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出

予
算

議
案
第
23
号
／
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
等
損
害
賠
償
請

求
事
務
共
同
処
理
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
24
号
／
令
和
２
年
度
職
員
退
職
手
当
特
別
会
計
歳
入

歳
出
予
算

議
案
第
25
号
／
令
和
２
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別

会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
26
号
／
令
和
２
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別

会
計（
介
護
給
付
費
等
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出

予
算

議
案
第
27
号
／
令
和
２
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別

会
計（
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
報
酬
等
支

払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
28
号
／
令
和
２
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務

等
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
29
号
／
令
和
２
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務

等
特
別
会
計（
障
害
介
護
給
付
費
支
払
勘
定
）

歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
30
号
／
令
和
２
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務

等
特
別
会
計（
障
害
児
給
付
費
支
払
勘
定
）歳

入
歳
出
予
算

議
案
第
31
号
／
令
和
２
年
度
特
定
健
康
診
査・特
定
保
健
指
導

等
事
業
特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
32
号
／
令
和
２
年
度
特
定
健
康
診
査・特
定
保
健
指
導

等
事
業
特
別
会
計（
特
定
健
診・特
定
保
健
指

導
等
費
用
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
33
号
／
令
和
２
年
度
特
定
健
康
診
査・特
定
保
健
指
導

等
事
業
特
別
会
計（
後
期
高
齢
者
健
診
等
費

用
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
34
号
／
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
を
求
め
る
議
案

高知県国民健康保険団体連合会役員
任期　自　令和 2 年 3 月 6 日　至　令和 4 年 3 月 5 日

役　名 氏　名 担当部会 現　職　名
理事長 楠瀬　耕作 須崎市長

副理事長 岩﨑　憲郎 大豊町長
常務理事 渡辺　純正 総務部会

理事 岡﨑　誠也 〃 高知市長
〃 横山　幾夫 業務部会 安芸市長
〃 中平　正宏 〃 四万十市長
〃 池田　牧子 総務部会 いの町長
〃 岡林　弘毅 業務部会 高知県医師国保組合理事長
〃 中尾　博憲 〃 国保地域医療推進協議会長
〃 嶋﨑　貴子 総務部会 国保事務担当職員協議会高吾支部副支部長

監事 竹﨑　和伸 奈半利町長
〃 田野　正利 三原村長
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いばらき

木　昭
あきとし

年

中
なかがわ

川　栞
し お り

李

担当課・係／審査課第3係
趣味／読書です。学生時代はバドミントンと水泳をしていました。
私の健康法／散歩です。夕方、愛犬と共に近くの河川敷を歩いています。
座右の銘／聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥
抱負／丁寧な業務を心掛け、一つ一つの知識を確実に身に着けたいと思います。

少しでも早く覚えられるよう精進してまいります。どうぞよろしくお願いします。

担当課・係／審査課第2係
趣味／歩くことです。買い物へ行くときは、片道1時間以上でも歩いて行くことが多いです。
私の健康法／運動をすることです。
座右の銘／いつまでも謙虚さを忘れずに
抱負／聞き慣れない言葉も多く、分からないことばかりですが、1日でも早く国保連合会の職員として皆さんの

役に立てるような人になりたいです。これからよろしくお願いいたします。

国保連合会に新しい仲間が増えました。よろしくお願いいたします。
本会では、令和2年4月1日付けで職員2人を採用しました。

N E W
FACE

令和 2 年 4 月1日より
国民健康保険被保険者証が
次のように変更されています。

国保被保険者証更新ポスター
を作成しました

高知県国保連合会からのお知らせ

国民健康保険被保険者証（市町村国保）………
※医師国保組合被保険者証（桃色）は変更ありません。
※退職者医療制度については、緑色のまま変わりません。

青色

　

２
月
20
日
、
高
知
市

の
高
知
城
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
今
年
度
、
第
５

回
目
と
な
る
「
令
和
元

年
度
高
知
県
国
保
連
合

会
保
健
事
業
支
援
・
評

価
委
員
会
」
を
開
催
し
、

委
員
等
16
人
が
出
席
し

た
。

　
令
和
元
年
10
月
、
東
京

都
で
開
催
さ
れ
た
「
保
健

事
業
支
援
・
評
価
委
員

会
委
員
に
よ
る
報
告
会
」

に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら

参
加
報
告
を
行
っ
た
。

　
４
月
か
ら
始
ま
る「
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
実
施
」

を
踏
ま
え
、
高
知
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
へ
の
支
援
と
し
て
、
①

第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
②
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の一
体
的

な
実
施
―
の
２
点
に
つ

い
て
、
後
期
広
域
連
合

担
当
者
よ
り
事
業
内
容

等
の
説
明
を
行
っ
た
後
、

委
員
に
お
い
て
協
議
、

助
言
を
行
っ
た
。

　

個
別
支
援
・
集
団
支

援
に
お
け
る
国
保
保
険

者
へ
の
支
援
の
振
り
返

り
と
し
て
、
支
援
を
受

け
た
保
険
者
か
ら
は
、

①
特
定
健
診
未
受
診
者

対
策
に
つ
い
て
、「
助
言

を
受
け
、
薬
剤
師
会
で

啓
発
を
行
っ
た
こ
と
」、

②
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
に
つ
い
て
、「
集

団
支
援
の
中
で
、
次
年

度
へ
向
け
、
事
業
の
整

理
が
で
き
る
よ
う
な
情

報
を
他
市
町
村
か
ら
得

ら
れ
た
」
な
ど
の
報
告

が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度

に
向
け
て
の
保
険
者
支

援
の
検
討
と
し
て
、
委

員
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

の
確
認
を
行
っ
た
。

高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
向
け
て

第
５
回
高
知
県
国
保
連
合
会

保
健
事
業
支
援・評
価
委
員
会

T o p i c s  2

高知県国民健康保険事務担当職員協議会

今
年
も
特
定
健
診
を
P
R
す
る

グ
ッ
ズ
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
の
一
歩
が
未
来
を
守
る

受
け
よ
う
、特
定
健
診
！

　高知県国民健康保険事務担当職員協議会では、令和元年 12 月 11 日、
第 61 回国保事業経営等研究専門部会を本会別館会議室で開催し、国保
被保険者に対する国保事業の啓発活動について協議しました。
　平成 20 年度から始まった特定健康診査（特定健診）・特定保健指導は、
受診率向上に向けたさらなる取り組みが求められています。
　令和元年度は「未受診者を対象とした特定健診受診勧奨」をテーマとして、市町村等に
キャッチフレーズを募集しました。投票により、香美市市民保険課 保健師 山中 清加氏に応
募いただいた「その一歩が未来を守る　受けよう、特定健診！」（デザインを含む）に決定し、
ウェットティッシュを作成。各市町村等へ配布しました。
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令和２年度  国保連合会事務分担

室・課 係 主な事務

出  納  室 TEL 088-820-8419 ●現金及び有価証券等の出納及び保管

総　務　課

庶務係 
TEL 088-820-8401

●会務の総合調整

●総会、理事会及び監事会

●許可、届出、契約及び登記

●規約、規則、細則及び規程

●人事及び給与

●国保制度の改善強化対策

●その他の室・課に属さないこと

財務係 
TEL 088-820-8401

●財政計画及び予算の編成執行

●負担金及び手数料その他徴収金の賦課徴収

●物品の調達、貸借、検収及び不要品の売却

●連合会補助金及び貸付金の申請及び請求

●保険者に対する融資

保険者支援課

事業企画係 
TEL 088-820-8415

●事業の企画

●高知県国民健康保険事務担当職員協議会事務局

●高知県国保地域医療推進協議会事務局

●全国国民健康保険診療施設協議会に関すること

●用紙等の共同印刷、書籍等の購入斡旋

●健康測定機器、健康教育教材の貸し出し

●医師確保対策

●機関誌 ｢TOSA 国保だより」の編集、発行

●国保新聞

●ホームページ

保健事業係 
TEL 088-820-8420

●保健事業

●市町村保健師等研修事業

●市町村保健衛生職員協議会保健師部会

●高知県在宅保健活動者なでしこの会事務局

●国保・後期高齢者ヘルスサポート事業

●特定健康診査・特定保健指導

●国保データベースシステム（ＫＤＢ）

●高知県保険者協議会事務局

室・課 係 主な事務

審　査　課

第１係 
TEL 088-820-8404

●歯科レセプトの審査支払事務
●調剤レセプトの審査支払事務
●訪問看護療養費の審査支払事務
●診療報酬審査委員会歯科部会、調剤報酬審査委員会の運営
●課の庶務

第２係 
TEL 088-820-8405

●医科レセプトの審査支払事務
●診療報酬審査委員会の運営
【支払いに関する担当保険者】
市部、国保組合の保険者

第３係 
TEL 088-820-8406

●医科レセプトの審査支払事務
●高点数レセプトの審査支払事務
●診療報酬審査委員会専門部会の運営
【支払いに関する担当保険者】
安芸郡、土佐郡、長岡郡、吾川郡、高岡郡、幡多郡内の保険者

第４係 
TEL 088-820-8402

●保険者、保険医療機関等の再審査事務
●診療報酬審査委員会再審査部会の運営
●県外分診療報酬等全国決済事務

介護保険課

介護保険係 
TEL 088-820-8409 

 
（苦情） 

TEL 088-820-8410 
TEL 088-820-8411

●介護給付費及び介護予防・日常生活総合支援事業費の審査・支払、過誤調整、
再審査、全国決済

●介護サービス事業者等に対する調査、助言及び指導
●介護保険者事務の共同処理
●介護給付費等審査委員会
●介護サービス苦情処理委員会
●高額医療介護（介護予防）サービス費の支給計算
●障害介護給付費等の審査支払及び過誤調整、全国決済
●障害者総合支援市町村事務の共同処理
●保険料（税）の年金からの特別徴収等における経由機関業務

業　務　課

業務係 
TEL 088-820-8407

●保険者等の過誤調整
●柔道整復施術療養費
●療養費の審査
●出産育児一時金、公費負担医療、福祉医療費等
●支払事務、諸率、統計

情報管理係 
TEL 088-820-8403

●被保険者資格・給付に係る電子記録の管理等
●情報ネットワークシステムの開発推進及び関連機器の維持管理
●国保情報集約システム
●レセプト点検共同事業
●保険者間調整
●国保財政診断事業
●保険料（税）適正算定マニュアル
●調査、情報収集及び分析・提供、保存

求償係 
TEL 088-820-8421

●第三者行為求償事務
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※日程調整中 ○介護保険担当者説明会　○障害者総合支援給付担当者説明会　○国保保健賞表彰　○保健事業支援・評価委員会　○医療費分析研修会

室・課 出納室・総務課 審査課 介護保険課 業務課 保険者支援課 国保事務担当職員協議会 国保地域医療推進協議会

４月

○会員・保健事業負担金賦課
徴収

○下半期 2（3 月分）求償事務
手数料請求

○国保医療費のお知らせ作成
（4・6・8・10・12・2 月）
○求償権確認調査および求償
金滞納処理（毎月）

※求償金は収納月の翌月 10 日
頃に該当保険者へ通知およ
び送金します。

○地域医療推進共同事業負担金賦課徴収
○共同斡旋物等代金請求（随時）
○国保新聞に関する業務（毎月）
○ TOSA 国保だより 342 号発行

○各支部総会
（支部単位で開催）

○監事会

５月

○療給実績報告基礎資料作成 ○特定健診等国庫負担（補助）金の実績報告に関する説明会・特定健診
等事務担当職員新任者研修会

○高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施におけるセミナー
○都道府県および市町村国保主管課職員研修（東京都）
○国保事務担当職員新任者研修会
○高知県在宅保健活動者なでしこの会総会

○監事会・理事会・総会 ○理事会・総会

６月
○第三者行為求償事務研修会
（支部単位等で開催6月～3
月）

○全国国民健康保険診療施設協議会会費賦課徴収
○保険者協議会実務担当者部会（随時）

７月

○監事会・理事会・通常総会 ○診療報酬改
定研修会

○国民健康保険高齢受給者証
作成

○保険者等事務電子計算共同
処理運営委員会

○特定健診・特定保健指導手数料請求
○保険者協議会研修会
○広報委員会
○ TOSA 国保だより 343 号発行

○支部長会 ○国保診療施設四国ブロック
会研修会（香川県）

８月

○ケアプラン分析研修会 ○年間無受診世帯および被保
険者名簿作成

○退職適用適正化実施に伴う
年金受給権者情報作成（8・
11・2・5 月）

○高知県在宅保健活動者なでしこの会「なでしこだより」第 40 号発行 ○各支部研修会
（支部単位で開催）
○国保事業経営等研究専門部
会

○部会長・副部会長会

９月 ○保険料の年金からの特別徴収
業務手数料賦課徴収（前期分）

○高知県国保事務担当職員研修会

10 月

○上半期求償事務手数料請求
○9月末現在年齢階層別・男女
別被保険者数調べ（年齢階層
調べ）作成

○ TOSA 国保だより 344 号発行 ○部会長・副部会長会

11 月 ○国保制度改善強化全国大
会（東京都）

○国保被保険者健康づくり推進月間
○国保運営協議会委員研修会

12 月
○理事会 ○レセプト点

検・調査事
務研修会

○新年度使用の共同印刷物受注 ○理事会

１月
○療給実績報告基礎資料（基礎
表Ｙ）作成

○特定健診・特定保健指導集合契約に関する説明会
○広報委員会
○ TOSA 国保だより 345 号発行

２月

○国保功労者表彰
○監事会・理事会・通常総会
○退職者医療共同事業負担
金調定

○保険料の年金からの特別徴収
業務手数料賦課徴収（後期分）

○保険者設置機器等保守経費負
担金請求

○保険者等事務電子計算共同
処理運営委員会

○被保険者証更新ポスター配布 ○支部長会
○国保事業経営等研究専門部
会

○高知県国保地域医療学会
○部会長・副部会長会

３月

○介護予防ケアマネジメントに
係る財政調整

○介護給付費等通知圧着用紙代
請求

○下半期求償事務手数料請求
○疾病分類等冊子発行
○被保険者証等作成（国保・退
職）

○高知県在宅保健活動者なでしこの会「なでしこだより」第 41 号発行
○ヘルスアップ推進員研修会

令和２年度  国保連合会各室課事業年間予定表
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●新年度を迎えました。連載中の（筆者の）身近な自然シリーズ第9弾です。今年は三密を避け、飲食を伴
わずに散策のみのお花見です。桜の開花とお天気との兼ね合いで、ちょうどの日に高知城をバックに桜に
シャッターを切りました。事前候補にテントウムシも挙がっており、葉っぱのてっぺんで羽が開いて飛び立
つ瞬間、まさにシャッターチャンスと思いきや、気が変わったのか、そっと羽は閉じ、くるりと背を向けられてし
まいました。身近な自然を奥深く感じる今日この頃です。
●広報の担当となり、3年目の春を迎えました。昨年度も取材等を通じ、たくさんの方 と々出会えた一年となり
ました。また、さまざまな取り組み事例等を寄稿していただき、ありがとうございます。新型コロナウイルスの
影響で各種会議等の延期・中止が相次いでおりますが、一刻も早い終息を祈りつつ、引き続き、読みやす
い誌面作りに取り組んでまいります。今年度もなにとぞよろしくお願いいたします。　  （髙）

342号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。

■発行者
高知県国民健康保険団体連合会
高知市丸ノ内２丁目 6-5　 TEL 088-820-8415
http://www.kochi-kokuhoren.or.jp
E-mail koho@kochi-kokuhoren.or.jp

■印刷
株式会社リーブル　高知市神田 2126-1
TEL 088-837-1250　https://www.livre.jp

TOSA 国保だより 343 号
７月下旬発行予定

「安芸市」
　次回は安芸市を訪ね、これからの
まちづくりについて、横山幾夫市長
にお話を伺います。

ゆずの生産量日本一2020年4月発行　342号

次号予告

編

集

後

記

（令和 2 年 4 月 1 日現在）

主事　財務係主事兼務

主任　岡林　   隆
主任　岡田　由香
主任　川久保美和
主任　谷脇もえり
主任　松本　和美
主事　松下　芽生

主任　西山　知佐
主任　西村　恵奈
主査　廣田　愛実
主事　近藤　由衣
主事　藤田あすか

主任　秋友　   温
主任　田中　保史
主任　宮本　晴美
主査　田内　直子
主査　澤田　麻由
主事　茨木　昭年

（再任用）
主任　国沢　憲一

出納室
室　　長	 諸石　恵子

常務理事	
渡辺　純正

事務局長	
江口　卓助

主事　小松　加奈

主査　島本　佳朋

主事　近森　麻衣

主任　田辺八十雄
主査　鍵山　音子
主事　鈴木万理恵
主事　小松　亜衣

主査　髙松　美佳
主事　森光　智志

国保連合会事務局組織図

事務局次長
市川　　浩

第 1 係
係　長	 早坂課長補佐事務取扱

第 2 係
係　長	 安江　由美

第 3 係
係　長	 廣田　陽平

第 4 係
係　長	 福岡課長補佐事務取扱

庶務係
係　長	 田中　富貴
財務係
係　長	 芝課長補佐事務取扱

事業企画係
係　長	 山下　大輔

保健事業係
係　長	 川村　真紀

介護保険係
係　長	 森　麻夕美

主任　多田　郁子
主任　吉本　早里
主査　井上　清貴
主事　小嶋　　諒
主事　中川　栞李

主任　竹田　貫太
主任　和田　教雅
主査　川村　勇生

（再任用）
主任　前田　志保

主任　森本　歩美
主任　川西　未紗
主任　植村　健司
主事　鍵山　晶哉
主事　西村　麻美

主任　田渕　智子
主査　永野　博也
主事　藤﨑　理紗

088-820-8419

介護保険課
課　　長	 名倉　雅也

088-820-8409

保険者支援課
課　　長　市川事務局次長事務取扱

088-820-8415

088-820-8415

088-820-8420

求償係
係　長	 羽賀　　淳

情報管理係
係　長	 楠島　美佳

088-820-8421

088-820-8403

業務係
係　長	 山形課長補佐事務取扱

088-820-8407

088-820-8404

088-820-8405

088-820-8406

088-820-8402

総務課
課　　長	 丸岡　　昭
課長補佐	 芝　　　郁

088-820-8401

審査課	
課　　長	 小島　佳子
課長補佐	 早坂　美保
課長補佐	 福岡　　曜

088-820-8404
国民健康保険中央会に派遣
主事　江里口　恵

 

本
会
で
は
既
存
の
業
務
を
見
直
し
、
さ
ら
な

る
保
険
者
支
援
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、

４
月
１
日
付
で
機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

※「首長は語る」は取材の都合により、今号は休載いたします。

業務課
課　　長	 森本　文男
課長補佐	 山形　大吾

088-820-8407
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